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史

田

名

部

雄

一

1

ヒ
ト
と
家
畜

の
関
係
-

生
物
種
間
の
共
生
関
係
の
視
点
か
ら

動
物

に
は
多
く
の
種
が
あ
る
が
、
異
種
間

に
緊
密
な
関
係

の
あ
る
こ
と

が
多

い
。
こ
の
関
係

は
、
共
生

と
呼
ば
れ
、
個
体
が
互

い
に
外
部
的
な
共

生
を
し
て
い
る
場
合
と
、

一
方

が
他
方

の
体
内
に
住
ん
で
い
る
場
合
が
あ

る
。

こ
の
論
文

で
は
、
前
者

の
う
ち
、

ヒ
ト
と
他

の
動
物
と

の
共
生

に
つ

い
て
そ
の
歴
史
を
述
べ
て
み
る
。

ヒ
ト
と
家
畜
の
関
係
は
、
生
物
界

に
広
く
認
め
ら
れ
る
異
な
る
種
間
の

共
生
関
係

で
あ
る
。
こ
の
共
生

現
象

に
は
、
相
互

の
種

に
利
益
が
あ

る

「相
利
共
生
」

(B
『言
9
ωぼ
b
)
と
、

一
方

の
種

に
は
利
益
が
あ
る
が
、

他
方

の
種

に
は
大
き
な
害
は
な

い
が

ほ
と
ん
ど
利
益

の
な

い

「偏
利
共

生
」

(O
Ob
Pb
PΦ]Pω
90
一一ωb
P)
が

あ
る
。
ま
た
、

一
方

の
種

に
は
利
益
が
あ

る
が
、
他
方

の
種

に
は
大
き
な
害
が
あ
る
関
係

は
、
「寄
生
」
と
呼
ぽ
れ
、

区
別

さ
れ

て
い
る
。

ヒ
ト
を

除
く
他

の
動
物
種
間

で
は
、
「寄
生
」
と

「相
利
共
生
」
関
係
は
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
現
象

で
あ
る
。

ヒ
ト
と
家
畜

の
関
係
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「偏
利
共
生
」
関
係

で
あ

る
。
ネ
ズ
ミ

(
マ
ウ
ス
と
ラ
ッ
ト
)
は
、
元
来
は
ヒ
ト
と

「寄
生
」
関
係

に
あ

っ
た
動
物

で
あ
る
が
、
現
在
は
ヒ
ト
に
よ
っ
て
実
験
動
物
と
し
て
家

畜
化
さ
れ
、
相
互
関
係
が

「偏
利
共
生
」
に
変
え
ら
れ
た
。

ヒ
ト
と
家
畜

以
外

で
、
「
偏
利
共
生
」
関
係
を
持

っ
て
い
る
珍
し
い
動
物
問

の
事
例

と

し
て
は
、

ア
リ
と
ア
リ

マ
キ
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

ヒ
ト
と
の
間
で

「相
利
共
生
」

の
関
係
を
持

つ
数
少
な

い
家
畜
と
し
て
は
、

イ
ヌ
と
ネ

コ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ヒ
ト
の
持

つ
家
畜

の
種

の
数
は
、
家
畜

の
定
義

の
仕
方
や
数
え
方
で
異

(
1

)
(2

)
(
3

)

な
る
が
、
現
在
お
よ
そ
四
〇
1
六
〇
種
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ヒ
ト

と
共
生
関
係
を
持

っ
た
家
畜

(動
物
)

の
う
ち
、
重
要
な
も
の
を
、
家
畜

化

の
年
代

の
古

い
順
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
動
物
と
ヒ
ト
と
の
共
生
関
係

の
歴
史
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
人
種

や
民
族

の
成
立
の
過
程
も
探

る
こ
と
が

で
き
る
と
考
、兄
る
。
ま
た
こ
れ
ら

動
物

の
日
本

へ
の
渡
来
や
共
生
の
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
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や
日
本
民
族
の
成
立

の
過
程
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
ヒ
ト
と
共
生
し
た
動
物
種
に
つ
い
て
、
そ
の
家
畜
化

の
場
所
を
含

め
て
、
家
畜
化
の
年
代
順
、
日
本

へ
の
渡
来
の
時
期
、
用
途
な
ど
を

一
括

し
て
表
1
と
表
2
に
示
し
た
。

2

農
耕
開
始

の
か
な
り
前
に
家
畜
化
さ
れ
た
も
の

ω

イ

ヌ

(α
O
ゆq
矯
9

ミ
の
誉

§

ミ
ミ
詠
)

イ

ヌ

は
最

も

古

い

ヒ

ト

の
家

畜

で
、

三

八

、

○

○

O

I

三

五

、

○

○

○

年

前

に
、

シ
リ

ア

で

オ

オ

カ

ミ

(
9

ミ
G・

§

霧

)

か

ら
家

畜

化

さ

れ

た

と
考
え
ら
れ

る
。
家
畜
化
さ
れ

た
イ

ヌ
は
、
そ

の
後

ヒ
ト
と

「相
利
共

生
」
動
物
と
し
て
、

ヒ
ト
の
移
動
と
と
も
に
世
界
各
地
に
広
が

っ
た
が
、

こ
の
過
程

で
各
地

の
種
々
の
オ
オ
カ
ミ
が
交
配
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
4
)
(
5
)

イ

ヌ
の
成
立

に
ジ

ャ
ッ
カ
ル
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
は
な
い
と
思
わ
れ

(6
)
る
。イ

ヌ
の
祖
先
が
オ
オ
カ
ミ
だ
け
で
あ
る
と
の
説
に
つ
い
て
は
、
異
論
を

称
・兇
て
い
る
人
も
あ
る
。
こ
の
異
論
に
お
い
て
は
、
す
で
に
絶
滅
し
た
イ

ヌ
の
野
生
種
が
そ
の
祖
先
で
あ
り
、
こ
の
野
生
種
は
、
現
存
す
る
オ
オ
カ

ミ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
生

犬
デ
イ
ン
ゴ
と
近
縁
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の

一
つ
の
根
拠
と
し

て
、
現
存
す
る
イ

ヌ
に
は
、
二
〇
〇
以
上

の
品
種
が
あ
り
、
ま
た
品
種
間

の
変
異
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
オ
オ
カ
ミ

だ
け
が
祖
先
で
あ
る
こ
と
が
納
得

で
き
な

い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
異
論

の
他

の
根
拠

は
、
オ
オ
カ
ミ
の
繁
殖

の
季
節
が
春

の
年

一
回
で

あ
る
の
に
、
家
畜
化
さ
れ
た
現
在

の
イ

ヌ
の
繁
殖

の
季
節
が
春
秋
の
年
二

回
で
あ

る
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
ヌ
科

の
繁
殖

の
季
節

の
回
数

に
つ
い
て
は
、
家
畜
化
さ
れ

る
と
増
え
る
こ
と
が
認

め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
野
生

の
キ
ツ
ネ

(
§

欝

の
ミ
嘗

。。)
の
繁
殖

の
季
節
は
年

一
回
で
あ
る
が
、

一
〇
〇
年
前
(
7
)

に
家
畜
化
さ
れ
た
キ
ッ
ネ
の
繁
殖

の
季
節
が
春
秋

の
年
二
回

に
変
化
し
た
。

ま
た
野
生

の
キ
ッ
ネ
の
行
動
特
性
は
多
様

で
あ
る
が
、
キ
ッ
ネ
の
集
団
を

特
定
の
行
動
特
性
を
持

つ
も
の
に
遺
伝
的

に
固
定
す
る
の
が
容
易

で
あ
る

こ
と
が
実
験
的

に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ソ
連

に
お
い
て
行
わ
れ
た
実
験
で

あ
る
が
、
野
生

の
キ
ッ
ネ
の
行
動
特
性
を
①

ヒ
ト
に
攻
撃
す
る
特
性
、
②

臆
病

で
逃
げ
る
特
性
、
③
攻
撃
的
で
あ
る
が
逃
げ
る
特
性
、
④
比
較
的
お

と
な
し
い
特
性

の
四

つ
の
型
に
分
け
、
各
々
の
行
動
特
性
を
も

つ
系
統
が

作
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
多
様
な
外
観
特
性
を
示
す
キ
ツ
ネ
の
毛
色

の
遺
伝

に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
異
の
出
現
率
が
世
代
あ
た
り
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
著

し
く
高

い
。
こ
の
こ
と
は
、
毛
色

の
多
様
性
は
突
然
変
異

の
率

で
は
説
明

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
多
様
性
を
支
配
す
る
遺
伝
子
は
、
野
生
種

(
7
)
(
8
)
(
9
)

に
劣
性
遺
伝
子
と
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
イ
ヌ
科
に
属
す
る
キ
ッ
ネ
に
お
け
る
実
験
的
成
績
は
、
家
畜
化

さ
れ
た
多
様
な
イ

ヌ
の
品
種

の
存
在
と
、
年
二
回

の
繁
殖
の
季
節
を
も

つ

こ
と
と
関
連
し
て
、
イ
ヌ
が

オ
オ
カ
ミ
か
ら
家
畜
化
さ
れ
た
可
能
性
と
そ

の
過
程
を
説
明
す
る
も

の
で
あ
る
。

日
本
犬

の
祖
先
は
、
ま
ず

一
二
、
○
○
O
l

一
〇
、
○
○
○
年
前

に
縄

文
人
と
と
も
に
日
本
国
土
に
南
方
か
ら
入

っ
た
イ

ヌ
の
集
団
に
、
そ
の
後

別

の
集
団
が
二
、
三
〇
〇
1

一
、
七
〇
〇
年
前
に
弥
生
人
と
と
も
に
朝
鮮
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半
島
経
由
で
入
り
、
さ
ら
に
そ

の
後

の
古
墳
時
代

に
さ
ら
に
別

の
イ
ヌ
の

集
団
が
入

っ
て
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
存
す
る
イ

ヌ
の
品
種
や
集
団

の
血
液
中

の
蛋
白
質

の
遺
伝
的
多
型
と
そ
れ
を
支
配
す

る
遺
伝
子
頻
度
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
日
本
犬
種
は
、
西
洋
犬
種

と
は
遺
伝
的
に
異
な
る
集
団
で
あ

る
こ
と
、

イ

ヌ
の
移
動
が
、
古

い
時
代
の

ヒ
ト
の
移
動
と
関
連
が
あ
る
よ
う
で
興
味

(
10

)
(
11
)

深
い

(図
1
)。

イ
ヌ
は
、

一
般

の
経
済
家
畜

と
異
な
り
、

ヒ
ト
の
友
で
も
あ
り
、

コ
ン

パ

ニ
オ
ン
ア

ニ
マ
ル
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
特

に
イ
ヌ
や
オ
オ

カ
ミ
の
社
会
性
が

ヒ
ト
の
そ
れ
と
、
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ

っ

て
、
農
耕
の
は
じ
ま
る
は
る
か
以
前

に
イ
ヌ
は
ヒ
ト
の
集
団
の
近
く
に
存

在
し
て
、
互

い
に
理
解

し
合

い
、
そ
の
共
生
生
活
か
ら
、
や
が
て
ヒ
ト
に

よ
る
イ

ヌ
の
家
畜
化
が
は
じ
ま

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
イ
ヌ
の
狩
猟

・
採
集

時
代

に
お
け
る
用
途

は
役
用
で
あ

っ
た
。
農
耕
民
族

の
集
団
で
は
、
イ
ヌ

を
食
用
に
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
遊
牧
民
族
の
集
団
で

は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
少
な
い
。
従

っ
て
イ
ヌ
の
肉
用
家
畜
と
し
て
の
利

用
は
、

ヒ
ト
が
農
耕
生
活

に
入

っ
て
か
ら
二
次
的
に
生
じ
た
も

の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
イ
ヌ
を
食
用

に
す
る
人
種
は
、
韓
国
人
、
中
国

人
、
東
南

ア
ジ
ア
人
、
ポ
リ
ネ

シ
ア
人
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
縄
文
時
代

に
は
、
イ
ヌ
は
食
用
に
し
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
弥
生
時
代

に
入

っ

て
か
ら
、

一
時
的
に
イ
ヌ
を
食
用
に
し
た
が
、
そ
の
後
食
用
に
し
な
く
な

っ
た
。
天
武
天
皇

の
時

に
は
、
犬
、
牛
、
馬
、
難

(鶏
)、
猿
食

の
禁
令

(
12

)
(13

)

が

出

て

い
る

。

そ

の
理

由

と

し

て
、

イ

ヌ
は
夜

に
勤

め

て
吠

え

、

鶏

は
暁

に
競

っ
て
鳴
き
、
牛
は
田
園
に
弊
し
、
馬
は
行
陣
に
労
し
、
又
猿
は
人

に

類
す
る
か
ら
と
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
根
拠
を
仏
曲
ハ涅
槃
経
に
お
い
て

(
14
)

い

る
。

こ

の

よ

う

な

禁

令

は
あ

ま

り

励

行

さ

れ

な

か

っ
た

よ

う

で
、

そ

の

(
15

)

後
し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
世
界

の
イ
ヌ
の
飼
育
数

は
約
三
億
匹
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
最

も
多

い
の
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
五
、
○
○
○
万
匹
、
第

二
位
は
フ
ラ

ン
ス
で

一
、
○
○
○
万
匹
で
、
日
本
は
世
界
第
四
位

の
七
二
〇
万
匹
で
あ

る
。
先
進
国

の
飼
育
数
が
多

い
。

②

ト

ナ

カ

イ

(
国
①
ぎ
住
Φ
Φ
ぴ

肉
匙
蠹

懸

丶

ミ
ミ
§
套

)

ト
ナ
カ
イ
は
、
偶
蹄
目
反
芻
亜
目

シ
カ
科
に
属
し
、

シ
カ
科

の
種

の
家

畜
化
さ
れ
た
珍
し
い
例
で
あ
る
。
角
は
骨
質
で
は
な
く
、
角
質

の
枝
角
で
、

年

に

一
度
抜
け
落
ち
る
。
野
生
ト
ナ
カ
イ
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
に

広
く
分
布
し
て
い
る
。
ト
ナ
カ
イ
は
、
寒
地
に
適
応
し
た
動
物
種

で
、
狩

猟
民
が
家
畜
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
唯

一
の
動
物
種
で
あ
る
。
家
畜
化

の
時
期
に
は
、
多
く

の
説
が
あ
る
。
乗
用
に
用

い
ら
れ
て
い
た
ト
ナ
カ
イ

の
シ
ベ
リ
ア
ア
ル
タ
イ
地
方
の
考
古
学
的
な
証
拠

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
最

古
の
も

の
は
、
二
、
五
〇
〇
年
前
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
五
、
○

○
○
年
前

の
ト
ナ
カ
イ
の
骨

の
雄
対
雌
の
比
が

一
〇
対

一
で
あ
り
、
か
つ

斧
で
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
畜
化

の
時
期
は
七
、
○
○
○
年
か
ら

一
五
、
○
○
○
年
前

の
問
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ト

ナ
カ
イ
の
家
畜
化

の
時
期
が
は

っ
き
り
し
な
い
の
は
、

ヒ
ト
が
長
年
に
わ

た
り
肉
用
や
役
用

(
ソ
リ
を
曳
か
せ
る
等
)
と
し
て
利
用
し
て
き
た
に
も
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表1農 耕開始の前後に家畜化されたもの

家畜化の時期

(年前)

日本への渡来の時期 家畜化の場所

(年前)

途

用

用

食 被服用 役用 愛玩用 実験用

肉 乳 卵 その他 毛用,革 用 毛皮用 その他 運搬 ・農耕用 乗用 その他

イヌ

トナ カイ

35,000-38,000

7,000-15,000

10,000(縄 文時代)

○

○

○

η也

部

　
ノ

レ
し

恪

別

ア

シ

ジ

プ

ア

一

西

ユ 00

○

◎

0 0 0

ヒツジ

ヤ ギ

ブ タ

10,000-12,000

10,000-11,000

11,000

200(江 戸時代)西 アジア

550(室 町時代)西 ア ジア

2,000(弥 生時代)中 国

00

00

0

◎

○

0

△

△

ウシ

ニ ワ トリ

マ ウス

9,000

8,000-9,000

8,500(寄 生)1

1,600(古 墳 時代)西 ア ジア ◎ ◎

2,000(弥 生時代)東 南ア ジア ◎ ◎

不 明 ヨーpッ パ,中 国

00 0 △

△ ○

△

△

◎

1寄生動物 か ら実験動物(家 畜)に か わった
◎:主 要 な用途 ○:一 般 的用途 △:稀 な用途 を示す



表2農 耕が完成した後で家畜化されたもの

家畜化の時期

(年前)

日本へ の渡来の時期

(年前)

家畜化の場所 途

用

用

食 被服用 役用 愛玩用 実験用

肉 乳 卵 その他 毛用 革用 毛皮用 その他 運搬 ・農耕用 乗用 その他

ハ ト

ラマ

アルパ カ

ヒトコブ ラクダ

フタコブ ラクダ

ロノミ

ウマ

沼沢 スイギュウ

河川 スイギュウ

ミツバチ

カイコ

イ ン ドゾウ

ネ コ

クマネ ズ ミ

ドブネ ズ ミ

モルモ ッ ト

ガチ ョウ

ア ヒル

バ リケ ン

シチ メンチョウ

ホロホロチョウ

ヤ ク

ウサ ギ

ウズラ

ミン ク

キツネ

6,500

6,500

6,500

5,500

5,500

6,500

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

4,000

3,500-4,000

明治以降?

明治以降?

1,600(古 墳 時代)

明治(西 洋 ミツバチ)

西 アジア ○

ペルー △

ペルー △

西ア ジア ○ ○

西ア ジア ○ ○

北ア フ リカ(エ ジプ ト)△

南 ヨー ロッパ(ロ シア)△ ム

イン ド,東 南 アジア ム

イン ド ム ◎

北ア フ リカ(エ ジプ ト)

2,000-2,300(弥 生 時 代)中 国

イ ン ド

1,200-1,300(平 安 時代)北 ア フ リカ(エ ジプ ト)

4,000-6,000(寄 生)5不 明

4,000-3,000(寄 生)6不 明

4,000明 治 以 降

約3,500明 治 以 降?

3,000800(平 安 末 期)

不 明 明 治 以 降

1,500-2,000

2,500-3,000明 治 以 降

不 明

1,400明 治 以 降

400-600室 町 時 代 一江 戸 時 代

100-130

100

ヨー ロ ツノ¥ｰ

ペ ル ー

中国,エジプト,ギリシャ,小アジア

中 国

ペ ル ー?

中 米(メ キ シ コ)

北 ア フ リ カ

チベ ッ ト

フ フ ンス

日本

北 ア メ リ カ

北 ア メ リ カ,ソ 連

△

　○

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

0

0

0

◎

○

○

○

○

△

○

△

△

◎

◎

　

ヨ

◎

△

8

8

8

0

0

△

0

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

0

0

◎

◎

△

0

ol

04

O

△

○

0

△

△

△

◎

◎

◎

○

1近 年
,花 粉媒 介動物 として使われ るようになった2マ ユか ら絹 糸 をとり被服 とす る

にか わった7当 初ペ ルーでは肉用家畜 であった8羽 毛 をふ とんにす る

3象 牙の利用4ネ ズ ミを捕 まえる5寄 生 は しているが家畜化 され なか
った6寄 生動物か ら実験動 物(家 畜)



か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
方
法
が
他

の
家
畜
と
異
な

っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
家
畜
化
さ
れ
た
ト
ナ
カ
イ
は
常

に
大
群
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
繁
殖
を
ヒ
ト
が
完
全

に
統
御
し
て
い
な
い
こ
と
、
家
畜
化

さ
れ
た
ト
ナ
カ
イ
の
体
形
が
野
生

の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変

っ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
ト
ナ
カ
イ
に
つ
い
て
は
、
家
畜
で
は

(16
)

な

く

半

家

畜

で
あ

る

と

も

い
え

よ

う

。

ト

ナ

カ
イ

は
、

あ

ま

り

草

を

好

ま
ず

、

地

衣

類

、

コ
ケ
、

木

の
芽

や

葉

を

好

む

食

性

を

持

っ
て

い

る
。

そ

の
た

め
、

野
生

ト

ナ

カ

イ
が

は

じ

め

に

ヒ
ト

に
近

づ

い

た
理

由

は

、

彼

等

の

ナ

ト

リ

ウ

ム
補

給

源

と

し

て

ヒ

ト

の

尿

を

利

用

す

る

た

め

で

あ

っ
た

と

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

ヒ

ト

と

ト

ナ

カ

イ

の

は
じ

め

の
関

係

は
、

相

利

共

生

で
あ

っ
た

と

い

え

る

。

し

か

し

現

在

ト

ナ

カ

イ

を
唯

一
の
家

畜

と

し

て

い

る

ラ

ッ
プ

人

に

と

っ
て
、

肉

用

、

毛

皮

用

、

労

役

用

と

し

て

の
価

値

は
極

め

て

大

き

い

こ

と

、

餌

は

ト

ナ

カ

イ

に
自

由

に
採

食

さ

せ

て

い
る

こ
と

か

ら
、

家

畜

の

ト

ナ

カ
イ

と

ヒ

(17

)

ト
と

の
関
係

は
、
偏
利
共
生
で
あ
る
。

3

農
耕
開
始
直
前

に
家
畜
化
さ
れ
た
も
の

ω

ヒ

ツ
ジ

(ω
冨

①
P

9

蹄

亀
誉

の
)

ヒ

ツ

ジ

の
祖

先

は

、

西

ア

ジ

ア

に

現

在

野

生

す

る

ア

ジ

ア

ム

フ

ロ

ン

(
O
ミ
切
。
適
§

ミ
駐

)

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る
。

現
在

コ

ル

シ

カ

・
サ

ル
ジ

ニ
ア
両

島

に
野

生

す

る

ヨ
ー

ロ

ヅ
パ

ム

フ

ロ

ン

(
O
ミ
。。

ミ

毳

§

§

)

は
、

化

石

が

出

な

い

こ

と

か

ら

ヒ

ツ
ジ

の
祖

先

で

は

な

い
と

考

え

ら

れ

て

い

る
。

ヒ

ツ
ジ

は
、

真

に
家

畜

化

さ

れ

た
実

用

(経

済

的

)

家

畜

と

し

て

は
最

古

の
も
の
で
あ
り
、
イ

ェ
リ

コ
の
遺
跡

(先
土
器
新
石
器
文
化
)
か
ら
出
土

し
た
約

一
〇
、
○
○
○
年
前

の
ヒ
ツ
ジ

の
骨

は
家
畜
化
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
、
ま
た
イ

ラ
ク
で
出
土

し
た
最
古

の
骨

は
約

一
一
、
○

○
○
年
前

(一ρ
。。
ざ

梓

ωO
O
年

bd
や
)
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら

ヒ
ツ
ジ

の
家
畜
化

の
時
期
は
、
農
耕

の
始
ま
る
少
し
前

の
一
二
、
○
○
○
年
1

=

、
○
○

○
年
前
と
考
え
ら
れ
る
。

ヒ
ツ
ジ
は
、
草
食

(反
芻
獣
)
で
、
体
格
が

ヒ

ト
よ
り
小
さ
く
、
集
団
生
活
で
ボ

ス
に
従
う
社
会
性
を
持

っ
て
お
り
、
家

畜
化
す
る
の
に
適
し
た
特
色
を
も

っ
て
い
る
。
ヒ
ツ
ジ
は
、
は
じ
め
は
肉

用
で
あ

っ
た
が
、
乳
も
利
用
さ
れ
た
。
家
畜
化
の
初
期

の
ヒ
ツ
ジ
は
、
下

毛
が
抜
け
て
毛
用

に
は
適
さ
な
か

っ
た
が
、
五
、
○
○
○
年
前
に
は
、
改

良
さ
れ
下
毛

の
抜
け
な
い
羊
毛
と
し
て
利
用
で
き
る
家
畜
と
な

っ
た
。

ス

ペ
イ
ソ
で
は
、
毛
用
の
メ
リ
ノ
ー
種
が
育
種
さ
れ
、
そ
の
後
軍
服
用

の
羊

毛
生
産

の
重
要
な
家
畜
と
な

っ
た
。

メ
リ
ノ
ー
種
の
祖
先
は
、

コ
ー
カ
サ

(
18
)
(19
)

ス
の
グ
ル
ジ

ア
地
方

か
ら
来
た
と
の
説
も
あ
る
。

日
本

に
は
、
弥
生
、
古
墳
、
飛
鳥
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
、

ヒ
ツ
ジ
は

ほ
と
ん
ど
入
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
遊
牧
民
の
主
要
な
家

畜
が

ヒ
ツ
ジ
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
弥
生
人
や
古
墳
人
が
遊
牧
民

で
は
な
く
、
農
耕
民
で
あ

っ
た
こ
と
の

一
つ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

ヒ
ツ
ジ

は
、
江
戸
時
代
後
半

に
は
若
干
入

っ
た
が
、
大
量
に
入

っ
た
の
は
明
治
維

新
以
降

で
あ
る
。
大
久
保
利
通
は
、
欧
米
を
視
察
し
て
軍
服
の
自
給

の
必

要
性
を
感
じ
、
明
治
六
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
四
〇
五
頭

の
ヒ
ツ
ジ

を
輸
入
し
た
。
こ
の
ヒ
ツ
ジ
は
、
宮
内
庁

の
御
料
牧
場

(現
在

の
成
田
空

港

の
地
)
で
飼
育
さ
れ
た
が
、
病
気
で
全
部
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
こ
の
対

140



図1分 散 ・共分散行列 を用いた主成分芬析による42犬 種 の二次元散布図1011

1.北 海道犬

2.秋 田犬

3.甲 斐 犬

4.紀 州 犬

5.山 陰 柴犬

6.信 州柴犬

7.柴 犬保存会柴犬

8.美 濃 柴犬

9.四 国犬

10.種 子 島犬群

11.屋 久 島犬群

12.奄 美大島犬群

13.沖 縄本島犬群

14.琉 球 犬

15.西 表 島犬群

16.三 重 実猟犬

17.壱 岐 犬群

18.対 馬 犬群

19.台 湾在来犬群

20.珍 島犬

21.済 州 島犬

22.バ ング ラデ ィシュ在 来 犬 群

23.チ ン

24.パ グ

25.ペ キニ ー ズ

26.日 本 ス ピ ッツ

27.ポ イ ンター

28.マ ル チ ーズ

29.ボ クサー

30.ジ ャーマ ンシ ェパ ー ド

31.ビ ー グル

32.シ ェ ッ トラ ン ドシープ ドッグ

33.ヨ ー クシ ャテ リア

34.ダ ル メシア ン

35.イ ング リッシ ュセ ッター

36.コ ッカー スパ ニエ ル

37.ド ーベ ルマ ン ピン シェル

38.コ リー

39.ポ メ ラニ ア ン

40.ダ ックスフ ン ド

41.フ 。一 ドル

42.エ ス キモ ー 犬



策

の
必
要
か
ら
、
当
時

の
駒
場
農
学
校

(現
東
京
大
学
農
学
部
)
に
獣
医

科
が
創
設
さ
れ
た
。
日
本

で
の
ヒ
ツ
ジ
の
飼
育
は
、
腰

マ
ヒ
な
ど
の
寄
生

虫
症
に
よ

っ
て
必
ず
し
も
順
調
に
は
い
か
な
か

っ
た
が
、
政
府

・
軍
の
援

助
の
も
と
に
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
期
ま
で
続

い
た
。
戦
後

は
、
飼
育

数
が
毛

・
肉
用
と
し
て

一
時

か
な
り
増

し
た

(昭
和
三
二
年

に
約

一
〇
〇

万
頭
)
が
、
昭
和
三
八
年
頃

か
ら
急
減

し
、
現
在

の
飼
育
数
は

一
・
四
万

(20
)

頭

で
最

盛

期

の
七

〇

分

の

一
で
あ

る

。

現

在

、

世

界

で
哺

乳

類

の
家

畜

と

し

て
、

ヒ

ツ
ジ

は
、

ウ

シ

に
次

い

で

多

く

飼

育

さ

れ

て

い
る

。

ヒ

ツ
ジ
飼

育

数

は
、

世

界

で

=

・
六

億

頭

で

、

飼

育

数

の
多

い
国

は

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

(
一
・
六

億

頭

)
、

ソ
連

(
一
・

四

億

頭

)
、

中

国

(
一
億

頭

)
、

ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン
ド

(
六
、

六

〇

〇

万

頭

)
、

イ

ソ
ド

(五

、

六

〇

〇

万

頭

)

な

ど

で
あ

る
。

②

ヤ
ギ

(O
o
鋤
計
○
愚
ミ

ミ
ミ
婁
)

ヤ
ギ

の
祖
先

は
、
西

ア
ジ

ア
に
現
在
野
生
す

る
ベ
ゾ

ア
ー
ル
ヤ
ギ

(○
愚

ミ

蟄
譲

ミ

的
)

で
あ

る

。

か

つ
て

は

、

野

生

の

マ
ル

コ
ー

ル

ヤ
ギ

(§

§

誉
Nら§

§
.)
も
、
螺
旋
状

に
巻

い
た
角
を
持

つ
ヤ
ギ
の
祖
先

で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
現
在

の
家
畜
化
さ
れ
た
ヤ
ギ
の

一
部

が
持

つ
螺
旋
状

に
巻
い
た
角

は
、
家
畜
化

の
過
程
で
生
じ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ベ
ゾ
ア
ー
ル
ヤ
ギ
の
み
が
、
ヤ
ギ

の
祖
先

で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ヤ
ギ

の
家
畜
化
は
、

ヒ
ツ
ジ
よ
り
や
や
遅
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
約

一

〇
、
○
○
○
年
前

の
イ

ェ
リ

コ
遺
跡
で
は
、

ヒ
ツ
ジ
よ
り
も
ヤ
ギ
の
方
が

多
く
殺
さ
れ
て
い
た
。
ヤ
ギ
は
、
草
よ
り
も
木

の
葉
を
好
ん
で
食
べ
る
の

で
、
森
林
を
農
耕
地
に
す
る
た
め
に
は
、

ヒ
ツ
ジ
よ
り
も
ヤ
ギ
の
方
が
適

し
た
家
畜
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ヤ
ギ
は
、

ヒ
ツ
ジ
と
同
様
に
集
団

生
活
を
す
る
が
、

ヒ
ツ
ジ
よ
り
も
行
動
が
機
敏

で
あ
る
。

こ
の
性
質
を
利

用
し
て
、
中
央

ア
ジ
ア
、
南

ア
ジ
ア
、
東

ア
ジ
ア
で
は
、

ヒ
ツ
ジ
の
飼
育

に
際
し
、

ヒ
ツ
ジ
数
百
頭
に
三
-
五
頭
く
ら
い
の
ヤ
ギ
を
配
し
て
、

ヒ
ツ

ジ
の
集
団

の
統
御
を
し
て
い
る
。
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ヒ
ツ
ジ
の
集

(
21

)
(
22

)

団

の
統
御
に
ヤ
ギ
は
使
用
せ
ず
、
牧
羊
犬
を
使
用
し
て
い
る
。

ヤ
ギ
は
、
肉
用
と
し
て
家
畜
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
乳
も
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在

ア
ジ
ア
で
肉
用
種
の
ヤ
ギ
が
広
く
飼
育
さ
れ
て

い
る
。
ア
ル
プ
ス
地
方
原
産

の
ヤ
ギ

(ザ
ー
ネ
ソ
種
な
ど
)
は
、
乳
専
用

で
あ

る
。
ヤ
ギ

の
染
色
体
数

は
、
ぎ

11
①
O
で
あ

る
の
に
、

ヒ
ツ
ジ

は

b。
づ
11
罐

で
あ
り
、
交
配
し
て
も
仔
が
生
れ
な
い
。

日
本

へ
の
ヤ
ギ
の
渡
来
は
遅
く
、
弥
生
、
古
墳
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
入

っ
て
い
な
い
。
沖
縄
県

に
は
、

一
五
世
紀

(記
録
で
は

一
四
七
七
年
)
に

な

っ
て
よ
う
や
く
入
り
、
そ
れ
が
鹿
児
島
県
の
ト
カ
ラ
列
島

(
ト
カ
ラ
ヤ

ギ
)
や
、
長
崎
県
五
島
地
方

(
シ
バ

ヤ
ギ
)
に
入

っ
た
が
、
こ
の
他
の
日

本
国
内

の
地
方
に
は
広
が
ら
な
か

っ
た
。
乳
用

の
ザ
ー
ネ
ン
種
が
導
入
さ

(
23

)
(
24

)

れ
た
の
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
で
あ

る
。

ヤ
ギ
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
血
液
蛋
白
質
多
型
か
ら

の
研
究
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
原
産

の
ジ
ャ
ム
ナ
パ
リ
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
在
来

ヤ
ギ
は
相
互
に
近
縁

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
シ
バ

ヤ
ギ
、
沖
縄
在

来
ヤ
ギ
、
韓
国
在
来

ヤ
ギ
は
相
互

に
近
縁
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
飼
育
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さ
れ
て
い
る
ザ
ー
ネ
ン
種
は
、
日
本
在
来
種
等

の
ヤ
ギ
と
近
縁
で
あ
る
と

(
23
)

の
結
果
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
理
由
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明

で
あ
る
。
ヤ
ギ

の
世
界
の
飼
育
数
は
五
億
頭

で
、
飼
育
数

の
多

い
国
は
、
イ
ン
ド

(
一
〇
、

〇
五
〇
万
頭
)
、
中
国

(六
、

八
○
○
万
頭
)、

パ
キ
ス
タ
ン

(三
、
二
〇

〇
万
頭
)
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア

(二
、
六
〇
〇
万
頭
)
で
あ
る
。
日
本

で
の

飼
育
数
は
極
め
て
少
な
い
が

(約
五
万
頭
、
最
も
多

い
時
は
昭
和
三
五
年

で
五
六
万
頭
)
、
今
後
、
乳
用

ヤ
ギ
の
肉
と
違

っ
て
、
肉
用

ヤ
ギ

の
肉

は

美
味
な
の
で
、
肉
用
家
畜
と
し
て
の
ヤ
ギ
の
利
用
が
有
望
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ヤ
ギ
は
顔
面
に
涙
窩
が
あ
る
が

ヒ
ツ
ジ
に
は
な
く
、
角
が

ヤ
ギ

の
も
の
は
二
稜
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
,ヒ
ツ
ジ
は
三
稜
型
で
あ
る
こ
と
な

(
25

)

ど
に
よ
っ
て
、

ヤ
ギ
と
ヒ
ツ
ジ
を
外
観
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧

ブ

タ

(
霞
σq
讐
⑦
§

§

ミ
ミ

"ら
器

)

ブ

タ

は
、

ユ
ー

ラ

シ

ア
大

陸

に

広

く

野

生

し

て

い

る

イ

ノ

シ

シ

(⑦
蕊

象
暮

)

が

祖

先

で
あ

る

と

さ

れ

て

い

る
。

現

在

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
ブ

タ

の
祖

先

も

ア
ジ

ア
起

源

で

は
な

い
か

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

の
根

拠

は
、

ア

ジ

ア

に
野
生

し

て

い
る

ア
ジ

ア

イ

ノ

シ

シ
と
家

畜

化

さ

れ

た

ア
ジ

ア

お

よ

び

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の
ブ

タ

の
染

色

体

数

は
、

す

べ

て

ぎ

11

。。
。。
で

あ

る

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る
。

も

し
、

染

色

体

数

が

b。
コ

凵

ω
①
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

野

生

イ

ノ

シ

シ
が

家

畜

化

さ

れ

た

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
ブ

タ

の
祖

先

な

ら

ば

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
ブ

タ

の
染

色

体

数

が

ω
①
や

。。
刈
の
も

の
も

あ

っ
て

よ

い

は
ず

で
あ

る

。

ブ

タ

の
家

畜

化

の
時

期

は

、

従

来

は

西

ア
ジ

ア

で
九

、

○

○

○

年

前

(ア
ナ
ト
リ
ア
)、
中
国
で
七
、
○
○
○
年
前

(浙
江
省
河
姆
渡
遺
跡
)
で
、

(
26

)
(27

)

農
耕
を
始
め
て
か
ら
家
畜
化
さ
れ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
ブ
タ
の
飼
料

に
は
穀
物
な
ど
を
含
む
濃
厚
飼
料
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
中
国
の
広
西
省
桂
林

の
近
く
の
甑
皮
岩
遺
跡
で
約

=

、
○
○
○

(戸

ω
一
〇
阡

一
。。O
)
年
前

の

ブ
タ
の
骨
が
出
土
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
家
畜
化
が
、
中
国
で
は
、
農
耕

の
始

(
26
)

ま
り
よ
り
か
な
り
早
か

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
中
国
で
の
ブ
タ
の
飼
育

に
つ
い
て
の
文
献
と
し
て
は

っ
き
り
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西

(前
)
漢

時
代
の
漢

の
高
祖

の
妻
呂
氏

の
記
述

(諺
∪
七
五
年
頃
)

で
、
そ
こ
に
は
、

人
糞
を
飼
料
と
し
て
ブ

タ
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
三
、
六
〇
〇
ー
三
、
○
○
○
年
以
上
前

の
殷
商
時
代

の
甲
骨
文
の
解

読
か
ら
、
家
の
字
は
、
囲
い

(
宀
)
の
下
に
ブ

タ

(豕
、
豬

の
俗
字
が
猪
、

中
国
で
は
ブ
タ
を
意
味
す
る
、
家

の
古
字
は

禽

)
を
飼
育
す
る
こ
と
か

ら
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
人

の
排
泄
物
で
ブ
タ
を
飼
育
し
て

(28
)

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
人
の
排
泄
物
を
主
飼
料
と
し

て
利
用
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
中
国
で
は
ブ
タ
の
家
畜
化
が
、
農
耕

開
始
以
前

に
可
能

で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
も

の
と
思

わ
れ
る
。

自
9
二
曾
ド
〇
二
洋

は
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
人
糞

の
肥
料
や
飼
料
と
し
て
の
利

用

に
注
目
し
、
こ
の
習
慣
が
、
西
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
み
ら
れ

な
い
こ
と
が
、
両
者
の
農
業
や
文
明

の
差
異
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

(29
)
(30
)

し

て

い

る
。

西

ア
ジ

ア
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

は
、

中

国

よ

り

か

な

り

遅

れ

て

(最

古

で

九

、

○

○

○

年

前

)

ブ

タ

の
飼

育

が

始

ま

っ
た
が

、

ユ
ダ

ヤ
教

、

回

教

で
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は
、
ブ
タ
が
不
潔
な
も

の
を
食

べ
る
と
の
理
由
で
食
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

こ
の
禁
制

の
存
在
す
る
理
由

は
、
単
に
ブ

タ
が
不
潔
な
も
の
を
食
べ
る
た

め
で
あ
る
と
か
、
肉
に
寄
生
虫

が
多

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、

人
糞
を
利
用
し
な
か
っ
た
遊

牧
や
養
畜
を
伴
う
西

ア
ジ
ア
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
初
期
の
農
耕
民
に
と

っ
て
、
ブ
タ
の
飼
料
ま
で
生
産
す
る
余
裕
が
な
か

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
遊
牧
民
は
、

一
般
に
土

に
触

れ
る
こ
と
を
嫌

っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
農
耕

に
自
ら
の
手
を
く
だ
し
た
く

(31

)
(
32

)

な

い

こ
と

も

そ

の
理

由

に

な

っ
た
と

お

も

わ

れ

る
。

現

在

の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
ブ

タ

の
主

要

品

種

に

は
、

中

国

の
ブ

タ

の
遺

伝

子

が

導

入

さ

れ

て

い

る
。

す

で

に

二
、

○

○

○

年

前

の

ロ
ー

マ
時

代

に

は
、

中

国

の
ブ

タ
が

導

入

さ

れ

て

い

た

よ
う

で
あ

る
。

文

献

的

に

は
、

こ

れ

よ

り

か

な

り

遅

い

一
八

世

紀

に

、

中

国

、

イ

ン

ド

シ

ナ

か

ら
、

イ

タ

リ

ア

(
ナ

ポ

リ
)

や

ポ

ル
ト

ガ

ル
を

経

て
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
入

っ
た

と

の
記

録

(
33
)

が
あ
る
。
ブ

タ
の
血
液
蛋
白

質
多
型
と
血
液
型
を
支
配
す
る
遺
伝
子
頻
度

の
研
究
か
ら
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
品
種
と
ア
ジ
ア
の
品
種
問
に
差
異
が
認

(34
)

め
ら
れ
て
い
る
。

日
本

へ
の
ブ

タ
の
導
入
は
、
近
年
弥
生
初
中
期

(二
、
○
○
○
年
前
)

の
大
分
県

の
桑
苗
遺
跡
、
吉

野
ケ
里
遺
跡

か
ら
ブ
タ
の
も
の
と
思
わ
れ
る

骨
が
多
数
出
土
さ
れ
た
。
こ

の
ブ
タ
は
、
牙
の
大
き
な
日
本

の
野
生
イ
ノ

シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も

の
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
は
弥
生
時
代

に
朝

(
35
)
(36
)

鮮
半
島
を
経
由

し
て
輸
入
し

た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ

の
後

の
日
本
に
お
け

る
ブ
タ
の
飼
育
は
、
仏
教
の
渡
来
な
ど
の
た

め
に
廃
れ
、
平
安
時
代

に
は
、
そ
の
飼
育
は
な
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
で
ブ

タ
が
本
格
的

に
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
明
治
維
新
以

降
で
あ
る
。
そ
の
種
ブ
タ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在

の
世
界
の
ブ

タ
の
飼
育
数
は
、
八

・
二
億
頭

で
、
中
国
が
そ

の
約

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

(三

・
三
億
頭
)
を
飼
育
し
て
い
る
。
次

い
で
、

ソ
連

(七
、
七
〇
〇
万
頭
)、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(四
、
三
〇
〇
万
頭
)、
ド
イ

ツ

(三
、
七
〇
〇
万
頭
)、
ブ

ラ
ジ

ル

(三
、
三
〇
〇
万
頭
)

の
順

で
あ

る
。
日
本

で
も

一
、

=
二
五
万
頭
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
第

=
二

位
で
あ
る
。

4

農
耕
開
始
直
後
に
家
畜
化
さ
れ
た
か
、

共
生

の
始
ま

っ
た
も
の

ヒ

ト

と

ω

ウ
シ

(○
讐
隹
ρ
し口
8

ミ
ミ
ミ
勲
しU
◎Gリ
ミ
ミ
ら婁
)

ウ
シ
の
家
畜
化
は
、
明
ら
か
に
農
耕
が
開
始
さ
れ
た
後
で
あ
る
。
ヤ
ギ
、

ヒ
ツ
ジ

に
つ
い
て
の
家
畜
化

の
証
拠
が
発
掘
さ
れ
た
イ

ェ
リ

コ
の
遺
跡

(
一
〇
、
○
○
O
l
九
、
○
○
○
年
前
)
で
は
、
ウ
シ
は
家
畜
化

さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。
そ
の
時
期
の
野
生
ウ
シ

(原
牛
)
は
、
群
生
し
て
い
て
体

が
大
き
く
、
獰
猛
で
あ

っ
た
が
、
ま
だ
家
畜
化
し
て
い
な
い
原
牛
に
対
し

(
37
)
(
38
)

て
、

ヒ
ト
が
塩
や
水
を
与
え
始
め
た
可
能
性
も
あ
る
。

ウ

シ

の
原

種

は
、
西

ア

ジ

ア
原

産

の
原

牛

(》
霞
o
o
げ
ρ

切
8

博
適
ミ
螫

ミ
§
)
で
、
》
U

一
六
二
七
年
ま
で
ポ

ー
ラ
ン
ド

で
生
存
し

て

い
た
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ウ
シ
は
、
哺
乳
綱
有
蹄
類
中

の
動
物
の
う
ち
、

最
も
進
化
し
た
偶
蹄
目
反
芻
亜
目
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
群

の
動
物
は
、
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第

一
胃
内
に
細
菌
を
共
生
さ
せ
、

こ
れ
に
よ

っ
て
セ
ル
ロ
ー
ス
を
分
解
さ

せ
、
こ
の
分
解
産
物
を
吸
収
す
る
食
性
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り

一
般

の
植
物
に
多
量
に
含

ま
れ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
食
料
源
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
生

の
ウ
シ
は
、
常
に
多
量

の

食
料
源
の
確
保
が

で
き
、
こ
れ
に
よ

っ
て
体
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
く
に
大
き
な
体
躯
と
と
も
に
、
頭
骨
が
骨
質

の
角
と
な

っ
て
発
達

し
た
洞
角
を
武
器
と
し
て
持

つ
に
至
り
、
地
球
上
を
支
配
す
る
ま
で
に
繁

栄
し
て
い
た
。
ウ
シ
は
、
知
能
も
高
く
、
集
団
生
活
を
す
る
性
質
も
持

っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
野
生

ウ
シ
を
家
畜
化
す
る
た
め
に
は
、
大
食

の
ウ

シ
の
飼
料
と
し
て
の
農
産
物

や
牧
草
を

一
年
中
確
保
す
る
必
要
が
あ

っ
た

た
め
、
家
畜
化
は
ヒ
ツ
ジ
や

ヤ
ギ
に
比
べ
て
明
ら
か
に
後

で
あ
る
。

ヒ
ト

に
よ
る
ウ
シ
の
家
畜
化

の
時

期
は
、

ヒ
ト
が
農
耕
を
始

め
、
定
住
生
活
を

始
め
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
成
功
し
た
ヒ
ト
に
と

っ
て
は
、
ウ
シ
は
肉

用
、
労
役
用
と
し
て
最
適
な
家
畜
と
な

っ
た
。
八
、
四
〇
〇
年
前

の
ト
ル

コ
の
チ
ャ
タ
ル
ヒ

ュ
ー

ユ
ッ
ク
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
家
畜
化
さ
れ
た
ウ

シ

(
37

)

の
骨
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
最
古
の
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
ウ
シ
の
家
畜

(38
)

化
は
九
、
○
○
○
年
以
上
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ

シ

は
、
家
畜
化
さ
れ
た
当
初
は
肉
用
お
よ
び
役
用
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
体

躯
に
劇
的
な
小
格
化
が
起

こ

っ
て
い
る
。
ウ
シ
の
乳
用
と
し
て
の
利
用
は
、

六
、
○
○
○
年
前
に

エ
ジ
プ

ト
、

エ
チ
オ
ピ
ア
で
小
規
模
な
が
ら
始
ま
り
、

ま
た
二
、
○
○
○
年
前

の
ロ
ー

マ

(
コ
ル
メ
ラ
に
記
述
)
で
は
、
役
用
お

よ
び
犠
牲
獣

で
あ

っ
た
。
ま

た
、
イ
ン
ド
で
家
畜
化
さ
れ
た
こ
ぶ
牛
が
確

(
39
)
(
40
)

認
さ
れ
て
い
る
年
代
は
四
、
五
〇
〇
年
前

で
あ
る
。
日
本
に
は
、
日
本
在

(
41

)

来
牛

は
、
そ
の
血
液
型
蛋
白
質
を
支
配
す
る
遺
伝
子
構
成
お
よ
び
Y
染
色

体
型
の
研
究
か
ら
、
五
世
紀
頃

(古
墳
時
代
)
に
朝
鮮
半
島
経
由

で
導
入

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

現
在

の
家
畜
化
さ
れ
た
世
界

の
ウ
シ
の
染
色
体
数
は
全
て
N⇒
11
①
O
で

あ
る
。
ま
た
、
ウ

シ
の
Y
染
色
体
の
型
に
は
、
イ
ン
ド
の
こ
ぶ
牛

(NΦび
～

ヒロ
8

ミ
ミ
ら婁
)
の
持

つ
ア
ク

ロ
セ
ン
ト
リ

ッ
ク
型
と
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
牛

お
よ
び
北

ユ
ー
ラ
シ
ア
牛

の
持

つ
サ
ブ

メ
タ
セ
ソ
ト
リ
ッ
ク
型

の
二
種
類

が
あ
る
。
日
本
在
来
牛
は
、
Y
染
色
体

の
型
が
サ
ブ

メ
タ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

(
41

)

型
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
ウ
シ
の
Y
染
色
体

の
型
の
違

い
な
ど
か
ら
、
ウ
シ
の
成
立
過
程
に
は
、
お
そ
ら
く
原
牛

の
他

に
未
知

の

野
生
種
が
介
在
し
て
お
り
、
現
在

の
家
畜
化
さ
れ
た
ウ
シ
を
二

つ
の
異
な

る
グ

ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
と

の
考
え
か
ら
、
二

つ
の
異
な
る
学
名
が

つ

(42
)

け
ら
れ

て
い
る

(図
2
)。
こ
の
こ
と
は
、
Y
染
色
体

の
型

の
異
な
る
ウ

シ
の
グ
ル
ー
プ
間

の
血
液
や
乳
蛋
白
質
多
型
を
支
配
す
る
遺
伝
子
構
成

の

違
い
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
、
上

記
の
二
つ
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
間

の
ウ

シ
の
交
配
を
行

っ
て
も
、
何
代

に

も
わ
た
り
妊
性

の
あ
る
仔
が
得
ら
れ
る
と

い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
二

つ
の
ウ
シ
の
グ
ル
ー
プ
が
相
互
に
極
め
て
近
い
関
係

に
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
Y
染
色
体

の
型

の
違

い
を
理
由
に
、
分
類
学
上

の

別
種
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

前
述
し
た
よ
う

に
家
畜
化
さ
れ
た
ウ
シ
の
用
途

は
、
乳
用
、
肉
用
お
よ

び
労
役
用
で
あ
る
が
、
ヒ
ト
が
ど
の
用
途

に
使

っ
て
き
た
か
は
、

ヒ
ト
の

集
団

の
生
存
す
る
自
然
環
境
に
大
き
く
依
存
す
る
。
そ
の
中

で
特
に
重
要
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な
こ
と
は
、

ヒ
ト
が
家
畜
化

し
た
ウ
シ
の
群
内
に
、
泌
乳
量
が
多
く
、
最

長

一
年
に
わ
た
る
長
期
間
泌

乳
を
継
続
す
る
個
体
を
発
見
し
た
こ
と
、
お

よ
び
ウ

シ
の
飼
育
が

ヒ
ト
の
食
料
源
と
競
合
し
な

い
牧
草
で
行
え
る
こ
と

で
あ
る
。
従

っ
て
、
自
然
条

件
が

ヒ
ト
の
食
料
を
生
産
す
る
農
耕
地
よ
り

も
、
ウ

シ
の
飼
料
を
生
産
す

る
牧
草
地
に
適
し
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヒ

図2ウ シ の主 要10品 種 群 の 推 定 系 統 樹42

起 源地 はrootで 示 され てい る。N.・ブ リテ ィシ ュフ リー ジア ン を含 む,ス カンジナ ビア

お よび英 国 品種 。L.赤 斑,黒 斑 の低 地 ヨー ロ ッパ 品種,ホ ル スタイ ンを含む 。R.ヨ

ー ロ ッパ 赤色 品種 ,中 ・東 ヨー ロ ッパ の赤色 品種。C.ジ ャー ジ,ガ ンジー な ど英 仏海

峡 品種 。U.シ ン メンター ル,ブ ラ ウンス イスな ど高地 の ヨー ロ ッパ 品種 。M.シ ャロ

レイ,リ ム ジンな どフ ランス品種 お よび ヨーRッ パ東部 品種 。P.グ レイ ステ ップ,ク

りオ リョな ど東 ヨー ロッパ品種 。Z.イ ン ド・ゼ ブー(こ ぶ牛)。S.ア フ リカ ・サ ンガ。

A.ア フ リカ ・ゼ ブー(こ ぶ牛)。

ト
の
集
団
で
は
、
乳
用
と
し
て
特
に
重
要
な
家
畜
と
な
り
、

ヒ
ト
の

一
生

に
わ
た
る
動
物
性
食
料
源
と
し
て
牛
乳
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
、
食
料
生
産
を
農
耕
に
依
存
し
て
き
た
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域

の
ヒ
ト
の
集
団
で
は
、
ウ
シ
は
役
用
、
肉
用
に
使
わ
れ
、
乳
用
に
は
使
わ

れ
て
来
な
か

っ
た
。
特

に
中
国
で
は
、
ウ

シ
は
役
用
家
畜
で
あ
り
、
最
近

ま
で
肉
専
用
の
ウ
シ
の
品
種
は
飼
育
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら
の
ウ

シ
の
用
途

の
う
ち
、
乳
用
と
し
て
の
牛
乳
の
多
用
は
、

ヒ

ト
の
集
団

の
遺
伝
的
特
性

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
即
ち
、

ヒ
ト
を
含

む
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物

で
は
、
乳
は
乳
児
期

に
限
定
さ
れ
た
食
料
源
で

あ
り
、
乳
特
有

の
糖
質
で
あ
る
乳
糖
消
化
酵
素

の
活
性
は
、
離
乳
期
の
後
、

か
な
り
急
速

に
低
下
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

(成
人
型
乳
糖
不
耐
症
)
。

し
か
し
、
動
物
性
食
料
源
と
し
て
牛
乳

に
大
き
く
依
存

し
て
き
た
北
部

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ヒ
ト
の
集
団

で
は
、
成
人
に
な

っ
て
も
乳
糖
消
化
酵
素
の
活

性
を
高
く
保

つ
遺
伝
子
を
持

っ
た
個
体
が
増
し
、
こ
の
遺
伝
子
頻
度
が
著

し
く
高
く
な

っ
た
。
な
お
、
イ
タ
リ
ァ
南
部
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
南
部
で
は
、
人
種
間

の
混
血
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
成
人
に
な
る
と
乳

糖
消
化
酵
素

の
活
性

の
低
下
す
る
い
わ
ゆ
る
成
人
型
乳
糖
不
耐
症

の
ヒ
ト

(38
)

の
率
が
高

い
。
ま
た
、

一
方
、
ウ
シ
は
肉
用
と
労
役
用
に
使
わ
れ
、
乳
用

に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
の
ヒ
ト
の
集
団
や
、
中
央
ア

フ
リ
カ
の
搾
乳
習
慣
が
な
い
ヒ
ト
の
集
団
で
は
、
成
人
型
乳
糖
不
耐
症

の

(
43

)
(44

)
(
45

)

ヒ
ト
が
大
多
数

で
あ
る
。

現
在
ウ
シ
は
、
家
畜
化
さ
れ
た
哺
乳
類
中
、
世
界

で
最
も
多
数
飼
育
さ

れ
、
そ
の
総
数
は

一
二

・
六
億
頭
で
あ
る
。
こ
の
内
多

い
の
は
、
イ
ソ
ド
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で
二
億
頭
、
ブ

ラ
ジ

ル
で

一

二
二
億
頭
、

ソ
連
で

一

力
合
衆
国
で

一
億
頭
、
中
国

で
七
、
四
〇
〇
万
頭
、

一
〇
〇
万
頭
で
あ
る
。

・
二
億

頭

、

ア

メ

リ

ア

ル
ゼ

ン

チ

ソ

で
五

、

②

ニ
ワ

ト

リ

(O
匡
簿

Φ
梦

O
ミ
ミ
。・
題

丶N毳

§

§
恥
。・職
ミ

)

ニ
ワ

ト

リ

は
、

現

在

も

イ

ン
ド

を

含

む

東

南

ア
ジ

ア

に
広

く

野

生

し

て

い

る
赤

色

野

鶏

(菊
①
α
言
づ
ひq
一Φ
貼
o
≦
一矯
9

Nミ
肋
鷺

§

仂
)

か

ら

東

南

ア
ジ

(46
)

ア
で
家
禽
化
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
、
お
そ
ら
く
約
九
、
○
○
○
年
前

で
、

鳥
類

の
中

で
最
も
早
く
家
禽
化
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
原
種

の
赤
色
野

鶏
が
飛
翔
力

の
弱

い
留
鳥

で
、
小
さ
な
規
模

の
群
を
作
る
社
会
性
を
持

っ

て
い
た
た
め
、
繋
ぎ
と
め
て
家
禽
化
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ

っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
。

こ
れ
が
東
南

ア
ジ

ア
か
ら
中
国
に
入
り
、
家
禽
化
が
進
ん
だ

も
の
と
現
在

は
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
近
年
、
中
国

の
黄
河
地
域

で
約
八
、
○
○
○
年
前

に
多
量
に
発
見
さ
れ
た
。

ニ
ワ
ト
リ
の
漢
字
で
あ

る
鷄

(鶏
)

の
偏
は
、
爪

(
つ
め
、
手
を
指
す
)
と
糸

(
い
と
、
紐
を
指

(
47

)

す

)

と

人

の
合

成

で
あ

り

、

こ

の
こ

と

は

ニ
ワ
ト

リ

の
家

禽

化

当

初

は
、

逃

げ

な

い
よ

う

に

ひ
も

で
縛

っ
た

こ

と

を

示

す

の
か

も

し

れ

な

い
。

ま

た
、

イ

ン
ド

の
五
、

○

○

O

l

四

、

五

〇

〇
年

前

の

モ

ヘ
ン
ジ

ョ
ダ

ロ
の
遺

跡

(
48
)

で
ニ
ワ
ト
リ
の
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
西

ア
ジ
ア
や
東
欧

で
、
こ
れ

よ
り
古

い

ニ
ワ
ト
リ
の
骨
が
、
現
在

ま
で

に
多
数

発
見
さ
れ

て
い
る

(49
)

(図

3
)
。

現

在

の

ニ
ワ

ト

リ

の
外

観

の
特

徴

的

な

も

の

と

し

て
、

耳

朶

と

そ

の
色

が

あ

る
。

ニ
ワ

ト

リ

の
耳

朶

色

に

は
、

赤

と

白

が

あ

り

、

単

一
の
遺

伝

子

で
は
な
く
多
数
の
遺
伝
子
に
支
配
さ
れ
て
い
る
形
質
で
あ
る
。
現
在
の
赤

色
野
鶏

の
耳
朶
色
に
は
、
タ
イ
国
在
来

の
も

の
は
、
赤
と
白

の
二
種
類
が

あ
る
が
、
イ
ソ
ド
在
来

の
も
の
は
、
赤
色

の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

赤
色
野
鶏

の
は
じ
め
の
原
産
地
が
、
東
南

ア
ジ
ア
で
あ
る
と

の
説
を
支
持

す
る
も

の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の

ニ
ワ
ト
リ
の
外
観

の
特
徴
的
な
も
の
と

し
て
、
体
型
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は

「野
鶏
型
」

(
レ
グ

ホ
ー
ン
型

と
も

い
う
)、
「卵
肉
兼
用
型
」
(
コ
ー
チ
ン
型
ど
も

い
う
)
、
「闘
鶏
型
」

(
シ
ャ
モ
型
、

マ
レ
i
型
と
も
い
う
)
の
三
種
類

の
型
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
体
型
の
全

て
が
中
国
在
来
鶏
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド

の
在
来
鶏
で
は
、
「卵
肉
兼
用
型
」

は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら

の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、

ニ
ワ
ト
リ
は
、
約
九
、
○
○
○
年
前

に
東
南

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
に
家
禽
化
さ
れ
、
そ
れ
が
中
国
に
入

っ
て
さ
ら

に
家
禽
化
が
進
み
、
西
ア
ジ
ア
や

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
、
中
国
か
ら

シ
ル
ク

(
49

)

ロ
ー
ド
経
由
で
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
約
二
、
○
○

○
年
前

の

ニ
ワ
ト
リ
の
骨
が
壱
岐
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
弥
生
後

(50
)

期

の
遺
跡
か
ら
は
、

ニ
ワ
ト
リ
の
造
形
物
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
鶏

の
蛋
白
質
多
型
を
支
配
す
る
遺
伝
子
頻
度
等

の
系
統
遺
伝
的

(
51

)
(
52

)

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
日
本

に
は
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島

経
由

で
、
約
二
、
○
○
○
年
前

の
弥
生
時
代

に
入

っ
た
と
思
わ
れ
る

(図

(
53

)

4
)。

ニ
ワ
ト
リ
の
用
途
は
、
は
じ
め
は
報
晨
用
や
闘
鶏
用
で
あ

っ
た
。

肉
用
や
採
卵
用
な
ど
経
済
家
畜
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

西
欧

で
は
、
約
二
、
○
○
○
年
前

の
古
代

ロ
ー
マ
時
代
で
あ
る
が
、
中
国

で
は
も

っ
と
早
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
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ヒ トと他 の動 物 との共生の歴史

Zz(27.5%)
1.尾 長 鶏

2.小 国

3.東 天 紅

4.尾 曳

5.鶉 尾

⑥.土 佐 地 鶏

⑦.対 馬 地 鶏⑧
.岐 阜 地 鶏

9.大 シ ャモ

10.小 シ ャモ

11.チ ャ ボ

12.蜀 鶏(と う まる)

13.蓑 曳

Z114.薩 摩 鶏

(31.715.声 良%)

16.地 頭 鶏(じ と っこ)

17.烏 骨 鶏

18.岩 手 地 鶏

19.ウ タイチ ャー ン

囮.ロ ー ドア イ ラ ン ドレ ッ ド
zi.コ ーニ ッシ ュ

22.レ グ ホー ン

圈.プ リマ ス ロ ック

図4分 散・共分散 を用いた主成分分析によるニワ ト1丿23品種の二次元散布図
Z1,Z2の 後の%は 各 々の寄与率 を示す。53

現

在

の
世

界

で

の

ニ

ワ
ト

リ

の
飼

育

数

は

九

四

・
五
億

羽

で
、

多

い
国

は
、

中

国

(
一
八

億

羽

)
、

ア

メ
リ

カ
合

衆

国

(
一
二
億

羽

)
、

ソ
連

(
一

一
億

羽

)
、

ブ

ラ
ジ

ル

(
五

・
二
億

羽

)
、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア

(
四
億

羽

)
、

日

本

(
=
丁

五

億

羽

)

で
あ

る
。

㈹

マ
ウ

ス

(竃

o
磊

ρ

ミ

請

ミ
ミ
。・ミ

ミ
⑭
)

マ
ウ

ス

は
、

齧

歯

目

に
属

す

る

小

動

物

で
、

ユ
ー

ラ

シ

ア
大

陸

の

お

そ

ら

く

ヨ

ー

ロ

ヅ
パ
南

部

と

シ
ベ

リ

ア
地

方

を
除

く

ア
ジ

ア
全

域

に
、

は

じ

め

は

ヒ
ト

と

は
無

関

係

に
生

息

し

て

い

た

よ

う

で
あ

る
。

ヒ

ト

の
社

会

で

寄

生

生

活

を

し

た

マ
ウ

ス

の
骨

は
、

今

か
ら

八

、

五

〇

〇

1

八

、

○

○

○

年

前

の
も

の
が

ト

ル

コ
中

部

の

ア

ナ

ト

リ

ア
高

原

の

カ

ス
タ

ー

ル

ヒ

ュ
ー

(
54
)

ユ
ッ
ク

(0
9
馨
巴

国
ξ

穿

)
遺
跡

で
発
掘
さ
れ
た
。
文
書

の
記
録
と
し

て
は
、
旧
約
聖
書

(
レ
ビ
記

=

章
二
九
節
)
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話

(】WO

一

五
〇
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
)
が
あ
る
。
ま
た
、
古
代

エ
ジ
プ

ト
の
記
録

(
54
)

に
出
て
く
る
ネ
ズ
ミ
も

マ
ウ

ス
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ア
ジ
ア
で
は
、

中
国
で
】W
O

一
三
〇
〇
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
最
古

の
辞
書

に
白
鼠
が

で
て

(
55
)

く
る
。
日
本

で
は
、
古
事
記

一
二
巻
に
大
国
主
命
が
焼
き
殺
さ
れ
そ
う
に

な

っ
た
と
き
、
鼠
が
野
原

の
ほ
ら
穴
に
隠
れ
る
こ
と
を
す
す
め
た
と
書

か

(
56
)

れ
て
い
る
。
こ
の
鼠
は
野
に
い
た
と
こ
ろ
か
ら

マ
ウ
ス
と
想
像
さ
れ
る
が
、

こ
れ
で
は
、
時
代
の
推
定
も
種

の
同
定
も

で
き
な
い
。
考
古
学
的
知
見
か

ら
も
、
縄
文
時
代

に
は
、
日
本

に
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
し
か
い
な
か

っ
た
と

(57
)

の
説

も

あ

り

、

現

在

の
と

こ

ろ

、

マ
ウ

ス
が

い

つ
か

ら

日

本

に
入

っ
た

か

は
不

明

で
あ

る
。

い
ず

れ

に

し

て

も

、

マ
ゥ

ス

は

ヒ
ト
が

農

耕

を

始

め

、
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定
住
生
活
に
入

っ
て
間
も
な
く
、
穀
物
を
求

め
て
ヒ
ト
に
寄
生
し
た
と
推

定
さ
れ
る
。

マ
ウ

ス
が
、
実
験
動
物
と
し

て
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
約

三
〇
〇
年
前
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
世
紀
半
ば

に
は
、
体
毛
色
が
白
色
、

灰
色
、
薄
黒
色

の
も
の
が
出
現

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ウ

ィ
リ
ア
ム

・
ハ
ー
ベ
イ

(
一
五
七
八
ー

一
六
五
七
)
の
記
録
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
野
生

マ
ウ
ス
か
愛
玩
用

か
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
後
、

一
〇
〇
年

以
内

に
愛
玩
用

マ
ゥ
ス
が
飼
育

さ
れ
、
日
本
に
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

一
八

(
58

)

五
〇
年
頃

に
入

っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
ア
ル
ビ
ノ
を
含
む
多
く
の
実
験

用

マ
ウ
ス
の
系
統
が
作
出
さ
れ
、
最
も
重
要
な
実
験
動
物
と
な

っ
て
い
る
。

実
験
動
物

の
マ
ウ
ス
の
持

つ
遺
伝
子
の
九
五
パ
ー
セ
ソ
ト
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
野
生

マ
ウ

ス
を
家
畜
化

し
た

ミ
譜

§
器
ミ
ぎ

§
ミ
禽
§
毳

由
来

で
あ

る
が
、
数

パ
ー

セ

ン
ト

は
日
本

の

マ
ウ

ス

(ミ
器

ミ
毳
ミ
翁

ミ
o
§

§
毳
)
由
来

で
あ
る
。

な
お
、
日
本

の
野
生

マ
ウ

ス
は
、
ヨ
U
Z
>

や
血
液
蛋
白
質
型

の
分
類

か
ら
、
東
南

ア
ジ

ア
に
野
生
し
て
い
る

ミ
駐

§
§
ミ
ミ
的

ら毳
ミ
ミ
§
砺
と
、

ア
ジ
ア
大
陸
北
部
に
野
生
し
て
い
た

ミ
§

(
59
)
(
60
)

§
毳

ら
ミ
§

ミ
§
ら
ミ
器

の
雑

種

で
あ

る

こ

と

が

わ

か

っ
た

。

お

そ

ら

く

、

先

に

§

⑦

§
毳
ミ

ミ
⑦

ら
毳

ミ
ミ
§

。。
が

入

り

、

後

か

ら

渡

来

人

(弥

生

人

P

)

に
伴

っ
て

ミ

駐

§
毳
ミ

ぎ

ミ
ミ
象
ミ
§

が

入

っ
た

と

思

わ

れ

る
。

5

農
耕
が
完
成
し
た
後
に
家
畜
化
ま
た
は
共
生
が

始
ま

っ
た
も
の

ω

ハ
ト

(霊

αQ
8

p

9

ミ
§
ミ

丶ミ

犠
)

ハ
ト

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、

西

ア
ジ

ア
、

北

ア

フ
リ

カ

に
広

く

野

生

し

て

い

る

カ

ワ

ラ
バ

ト
を

家

畜

化

し

た
も

の

で
あ

る
。

ハ
ト
と

ヒ
ト

と

の
接

触

は

、

ヒ
ト
が

納

屋

を

作

っ
た

新

石

器

時

代

(
八
、

○

○

○

年

前

)

に
始

ま

っ
た

。

家

畜

化

さ

れ

た

ハ
ト

の

は

じ

め

て

の
記

録

が

、

イ

ラ

ク

(
メ

ソ
ポ

(
61
)

タ
ミ
ァ
)

の
絵

に
見
ら
れ
、
こ
れ
は
六
、
五
〇
〇
年
前

で
あ
る
。

ハ
ト
は
、

は
じ
め
食
用
と
し
て
用

い
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
帰
巣
本
能
を
利
用
し
て
通

信
用
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ロ
ー
マ
皇
帝
ネ

ロ

(在
位
〉
∪
五
四

-
六
八
)
が
、
闘
士
の
勝
負

の
結
果
を

ハ
ト
を
使

っ
て
伝
え
さ
せ
た
記
録

(
62
)

が
あ
る
。

ハ
ト
の
通
信
用
と
し
て
の
利
用
は
、
無
線
通
信
の
発
達
と
と
も

に
消
滅
し
た
が
、
現
在
は
帰
巣
競
技
用
や
愛
玩
用
と
し
て
若
干
飼
わ
れ
て

い
る
。
肉
用
と
し
て
は
、
家
畜
化
し
肉
用

に
改
良
し
た
品
種
が
現
在

フ
ラ

ン
ス
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
東
南

ア
ジ
ア
で
は
、
再
野
生
化
し
た
ド
バ
ト

が
食
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
再
野
生
化
し
た
ド
バ
ト
を
食

べ
な
い
ヒ
ト
の
社
会

で
は
、
都
会

に
群
生
し
、
糞
公
害
を
起

こ
し
て
い
る
。

②

ラ

ク
ダ

類

(O
鋤
ヨ

①
一ω
)

ラ

ク

ダ

類

は
、

砂

漠

地

域

な

ど

の
厳

し

い
乾

燥

し

た
自

然

に
適

応

し

た

草

食

の
哺

乳

動

物

で
あ

る
。

哺

乳

綱

偶

蹄

目

核

脚

亜

目

に
属

し

、

単

胃

の

猪

豚

亜

目

と

四

胃

の
反
芻

亜

目

の
中

間

に
位

置

し

て

い

る
。

ラ

ク
ダ

の
胃

は
三

室

で

、

反

芻

も

す

る

が

不

完

全

で
あ

る
。

ラ

ク
ダ

に

は
、

中

央

ア

ジ

ア

の

フ
タ

コ
ブ

ラ

ク
ダ

(
9

ミ
魁
毳

ミ

ら
ミ

§

毳

)

と

北

ア

フ
リ

カ

の

ヒ

ト

コ
ブ

ラ

ク

ダ

(
O
匙
ミ
ミ
N毳

駄
こ

ミ
Q
§

§
冒
仂
)
、

南

ア

メ

リ

カ

の

ラ

マ

(卜
亀
ミ
9

偽
ミ
ミ
匙
)
・と

ア

ル
パ

カ

(卜
9
§
犠

芍
§

8

)

が

あ

る
。

フ

タ

コ
ブ
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ヒトと他 の動物 との共生 の歴史

ラ
ク
ダ
の
野
生
種

は
モ
ソ
ゴ
ル
に
少
数
生
存
し
て
い
る
が
、
ヒ
ト

コ
ブ

ラ

ク
ダ
の
野
生
種
は
絶
滅
し
た
。
ま
た
野
生
種

の

一
部
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海

峡
が
陸
続
き

の
時

に
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら

ア
メ
リ
カ
大
陸

に
移
動
し
た
。
こ

れ
ら

野
生
種

に
は
、

ラ

マ
と

ア

ル
パ
カ

の
原
種

で
あ

る
グ

ア
ナ

コ

(
63
)
(
64
)
(65
)

(卜
犠
ミ
亀

鑒

§

ミ

ミ

)

と

ビ

ク

ー

ニ
ヤ

(
ミ

ら
誌

ミ

ミ
ら
ミ

§
)

が

あ

る
。

D

ラ

マ

(
卜
匙
§
匙
晦
ミ
§
匙
)
、

ア

ル

パ

カ

(卜
騒
§
亀

博
匙
ら
o
切
)

ラ

マ
と

ア

ル

パ

カ

は

、

イ

ソ
カ
帝

国

の
古

代

ペ

ル

ー
人

が

家

畜

化

し

た
。

原

種

で
あ

る
グ

ア

ナ

コ
の
家

畜

化

は

、

今

か

ら

七

、

五

〇

〇

年

前

に
開

始

さ

れ
、

こ
れ

は

ヒ
ト

コ
ブ

ラ

ク
ダ

や

フ
タ

コ
ブ

ラ

ク
ダ

よ

り

早

い
。

六

、

二
〇

〇

年

前

に

は

、

ラ

マ
と

ア

ル

パ

カ

と

し

て

確

実

に
家

畜

化

さ

れ

て

い

る
。

ラ

マ
は
、

運

搬

用

家

畜

で
、

イ

ン
カ
帝

国

で

は
車

の
発

明

が

な

か

っ

た

の

で
、

荷

物

を

背

に
乗

せ

て
運

ん
だ

。

ア

ル

パ

カ

は
毛

用

家

畜

で
、

毛

(
64
)
(
65
)

質
が
良
く
、
現
在
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。

勿

ヒ

ト

コ
ブ

ラ

ク

ダ

(O
Qミ
ミ
§

駄
ミ

ミ
ミ
§

ミ
毳

)
、

フ

タ

コ

ブ

ラ

ク

ダ

(9

ミ
噛鳴
ミ
Gり
ひ
亀
ら
、§
.匙
ミ
ミ
恥
)

ラ

ク

ダ

の
家

畜

化

は

か

な

り

古

く
、

五

、

○

○

○
年

前

に

は
、

フ

タ

コ

ブ

ラ

ク

ダ

と

ヒ
ト

コ
ブ

ラ

ク
ダ

が

メ

ソ
ポ

タ

ミ

ア

で
知

ら

れ

て

お

り

、

四
、

五

〇

〇

ー

四

、

○

○

○
年

前

に

は

ア

フ

リ

カ

に

入

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

こ

の

二

つ

の
種

は
相

互

に
近

く

、

間

に
生

れ

た

仔

は

、

雄

雌

と

も

妊

性

が

(
65
)

あ

る
。

フ
タ

コ
ブ

ラ

ク
ダ

と
、

ヒ

ト

コ
ブ

ラ

ク

ダ

の
ど

ち

ら
が

早

く

家

畜

化

さ

れ

た

か

は

、

明

確

で

は

な

い
が

、

じU
O

二

六

〇

〇

年

頃

の

シ

ャ

ー

ル

・
ニ
イ

・
ソ
フ
タ
遺
跡

の
も
の
は
、

フ
タ
コ
ブ

ラ
ク
ダ
ら
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
五
、
五
〇
〇
年
前

に
は
家
畜
化
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
、

ヒ
ト

コ
ブ

ラ
ク
ダ

の
方
が
改
良
が
す
す
ん
で
お

り
、
足
も
速
く
、
耐
暑
性
も
高
く
、
乾
燥
地
帯

で
運
搬
用

の
家
畜
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
。

ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
は
、
泌
乳
力
が
高
く
、
パ
キ
ス
タ

ン
で
は
改
良
さ
れ
た
個
体
で
乳
量
が
年

一
二
、
七
七
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
記

(
66

)
(
67

)

録
が
あ
る
。
ラ
ク
ダ
が
家
畜
化
さ
れ
た
き

っ
か
け
が
、
乳
用
で
あ

っ
た
と

(
68
)
(
69
)

の
説

も

あ

る
。

近

年

は
、

肉

用
家

畜

と

し

て
も

利

用

さ

れ

て

い

る
が

、

今

後

、

乳

肉

兼

用

家

畜

と

し

て

見
直

さ

れ

る

と

考

・兄
ら

れ

る

。

現

在

の
世

界

に
お

け

る
飼

育

は
、

ヒ
ト

コ
ブ

ラ

ク

ダ

(
九

ニ

パ

ー

セ

ソ

ト

)
、

フ

タ

コ
ブ

ラ

ク

ダ

(
八

パ

ー

セ

ン

ト
)

で
、

そ

の
数

は

一
、

七

四

四

万

頭

で
あ

る

。

飼

育

数

の
多

い
国

は

、

ソ

マ
リ

ア

(五

七

五

万

頭

)
、

ス

ー

ダ

ン

(
二

七

五

万

頭

)
、

イ

ン

ド

(
一

一
〇

万

頭

)
、

エ

チ

オ

ピ

ア

(
一
〇

三

万

頭

)
、

パ

キ

ス

タ

ソ

(九

〇

万

頭

)

で

あ

る

。

日

本

に

は
、

動

物

園

を

除

き

、

入

っ
て

い
な

い
。

㈹

・
バ

(〉
ω
。。
℃
U
。
艮

①
罫

愚

§

的
毳

§

塞

)

ロ
バ

は

、

六

、

五

〇

〇

1

六

、

○

○

○

年

前

に
、

エ
ジ

プ

ト

で
運

搬

用

・
牽

引

用

と

し

て

家

畜

化

さ

れ

た

。

原

種

は

ヌ

ピ

ア

ロ
バ

(恕

§

⑦

§

ミ

ミ
§

ミ
瀏
ミ
§
毳

)

で
、

一
部

ソ

マ
リ

ロ
バ

(§

ミ
毳

ミ
ミ
§
謡
婁

(
70

)
(
71

)

ミ
§
龕
)
が
入

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
前
者

は
、
す
で
に
絶
滅

し
て
し
ま

っ
た
が
、
後
者
は
現
存
し
て
い
る
。

ロ
バ
は
、
ウ
マ
よ
り
足
は
遅

い
が
、

厳
し
い
自
然
環
境
に
耐
え
る
特
質
が
あ
る
。
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ロ
バ

の

雌

に

ウ

マ

の

雄

を

交

配

す

る

と

雑

種

が

出

来

、

こ

れ

は

ラ

(ヨ
巳
Φ
)

と

呼

ば

れ

る

。

ラ

は

、

妊

性

が

な

い
が

、

強

健

で
、

体

躯

が

ロ

バ

よ

り
大

き

い

の
で
、

よ

く

利

用

さ

れ

て

い

る
。

雄

の

ロ
バ

と

雌

の

ウ

マ

を

交

配

し

て

で
き

た

雑

種

は

、

ケ

ッ

テ

イ

(匡
⇒
昌

)

と

よ

ぼ

れ

る

が

、

家

畜

と

し

て

の
能

力

が

劣

る

の

で
、

ラ

の

よ
う

に

は
利

用

さ

れ

て

い
な

い
。

現

在

、

世

界

で
四

、

〇

五

〇

万

頭

飼

育

さ

れ

て

お

り

、

多

い

国

は

、

中

国

(九

九

六

万

頭

)
、

エ
チ

オ

ピ

ア

(三

九

二

万

頭

)
、

メ

キ

シ

コ

(
=
二

八

万

頭

)
、

パ

キ

ス

タ

ン

(
二
七

五

万

頭

)

で

あ

る

。

ラ

は
、

世

界

で

一
、

四

八
九

万

頭

飼

育

さ

れ

て

お

り

、

多

い
国

は

、

中

国

(
四

七

九

万

頭

)
、

メ
キ

シ

コ

(
三

=

二
万

頭

)
、

ブ

ラ
ジ

ル

(
一
九

〇

万

頭

)
、

エ
チ

オ

ピ

ア

(
一
四

七

万

頭

)

な
ど

で
あ

る
。

ω

ウ

マ

(口
o
居
ω
ρ

鯉

§

⑦

ら
§

ミ
§

)

ウ

マ
は
、

五
、

○

○

○

年

く

ら

い
前

に
、

南

ロ

シ

ア
で

野

生

馬

の

タ

ル

パ

ン

(鉦

壱

鋤
P

§

§

の
訃

毳

)

か
ら

家

畜

化

さ

れ

た
。

タ

ル

パ

ン
は
、

す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
他

に
内
蒙
古

に

一
九
六
〇
年
代
ま
で
野
生

し
て
い
た
モ
ウ

コ
ノ
ウ

マ

(別
名
プ
ル
ツ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
ウ

マ
、
鯉

§
仂

ミ
貯
ミ
的
暦
差
§

匙
δ
ミ
)
が
あ

る
。
こ
れ
は
現
在
は
世
界
各
地

の
動
物
園

で
飼
育
さ
れ
、
そ
の
遺
伝
子
は
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
染
色
体
数
の
検
討

(
72

)
(73

)

か
ら
、
家
畜
化
さ
れ
た
ウ

マ
の
祖
先

で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
家
畜
化
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ウ

マ
お
よ
び
ア
ジ

ア
地
域

で
飼
育
さ

れ
て
い
る
家
畜
化
さ
れ
た
在
来

ウ

マ
が
、
す
べ
て
染
色
体
数
が

ぎ

11
罐

で
あ
る
の
に
対
し
、

モ
ウ

コ
ノ
ゥ

マ
の
染
色
体
数

は
、
ぎ

11

①①
と
異
な

っ
て
い
る
。
も
し
モ
ウ
コ
ノ
ウ

マ
が
祖
先
と
し
て
ウ

マ
の
成
立
に
関
与
し

て
い
た
な
ら
ぽ
、

ア
ジ

ア
在
来
ウ

マ
に
染
色
体
数
も

ぎ

11
①朝
や

①
①
の

も

の
が
あ

っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
も

の
は
現
在
ま
で

全
く
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

野
生
ウ

マ
や
再
野
生
ウ
マ
の
群
は
、
雄
が

一
頭
に
雌
が
数
頭

の
小
さ
な

グ

ル
ー
プ
を
作

っ
て
い
る
。
雄
ウ

マ
は
、
荒
く
、
乗
用
に
使

い
に
く
い
の

で
、
家
畜
化

に
は
、
雄

の
去
勢
が
必
要
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ

マ

は
、
家
畜
化

の
初
期
は
牽
引
用
で
、
戦
争
用
に
戦
車
を
曳
か
せ
る
た
め
に

使
わ
れ
た
。

は
じ
め
て
ウ

マ
を
乗
用

に
使

っ
た
の
は
、

ス
キ
タ
イ
人
と
思

わ
れ
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン

(bU
O
四
三
〇
ー
三
五
四
)

に
よ

っ
て
記
録
さ
れ

(
73
)

て

い

る
。

あ

ぶ

み

や
鞍

は

、

ス
キ

タ

イ

人

の
発

明

で

、

こ
れ

を
匈

奴

が

使

い
、

中

国

に
は

じd
O

四

七

五

ー

二

二

一
の
戦

国
時

代

に
使

わ

れ

て

い

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

の
あ

ぶ

み

や

鞍

の
利

用

は

、

こ

れ

よ

り

遅

れ

、

ア

レ

ク

サ

(73

)
(
74

)

ン
ダ
ー
大
王

(bu
O
三
三
六
ー
三
二
三
)
も
裸
馬

に
乗

っ
て
い
た
。
西
欧

で
は

シ
ャ
ル
ル
マ
ー

ニ
ュ
大
王

(諺
∪
七
六
八
-
八

一
四
)

の
騎
兵
集
団

が
、
あ
ぶ
み
や
鞍
を
は
じ
め
て
使
用
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
人
は
、
古
王
朝
時

代

に
は
ウ

マ
を
知
ら
ず
、

ヒ
ク
ソ
ス
の
時
代

に
な

っ
て
ウ

マ
を
知
り
、
急

に
好
戦
的
に
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ム
ゼ
ス
ニ
世

の
軍

で
は
、

ウ

マ
に
戦
車
を
曳
か
せ
て
い
る
が
、
乗
用

に
は
し
て
い
な
い
。

日
本
に
は
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
五
世
紀

の
古
墳
時
代
に
入
り
、
そ

の
後
琉
球
列
島
か
ら
北
海
道

に
わ
た
る
全
土

に
広
が

っ
た
。
し
か
し
、
当

時
か
ら
ウ

マ
は
牽
引
用
に
は
使
わ
れ
ず
、
も

っ
ぼ
ら
乗
用
に
使
わ
れ
た
。

ウ

マ
を
牽
引
用
や
農
耕
用
に
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
明
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ヒ トと他の動物 との共生 の歴史

治
維
新
以
降

で
あ
る
。
な
お
、
日
本
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
を

(
74
)

通
じ
て
、
牽
引
用
に
は
ウ
シ
を
用

い
て
い
た
。

ウ

マ
は
比
較
的
知
能
が
高
く
、

ヒ
ト
を
ボ

ス
と
認
識
し
、
軍
用
や
乗
用

に
使
わ
れ
る
と
き
は
、
背

に
乗

せ
る
ヒ
ト
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
性
質
を

持

っ
て
い
る
。
ウ

マ
の
現
在

の
飼
育
数
は
、
六
、
六
〇
七
万
頭
で
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
戦
車
、
自
動
車
、
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
発
達

に
よ

り
、
急
速
に
そ
の
数
が
減

っ
て
い
る
。
飼
育
数
の
多

い
国
は
、
中
国

(
一
、

一
〇
〇
万
頭
)、

ア
メ
リ
カ
合

衆
国

(
一
、
〇
六
〇
万
頭
)、
ブ

ラ
ジ

ル

(六
八
○
万
頭
)、

メ
キ
シ
コ

(六

一
〇
万
頭
)、

ソ
連

(五
八
○
万
頭
)

で
あ
る
。
日
本

で
は
、
軍
馬
と
し
て
の
必
要
性
か
ら

一
八
八
○
年

(明
治

一
三
年
)
か
ら

一
九
三
五
年

(昭
和

一
〇
年
)
ま
で

一
四
〇
ー

一
六
〇
万

頭
飼
育
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
急
速

に
そ
の
数
が
減
り
、

(
75
)

現
在
は
二
万
三
〇
〇
〇
頭

に
す
ぎ
な

い
。

㈲

ス
イ

ギ

ュ
ウ

(び
⊆
寵
巴
ρ

し∪
ミ
ミ

書

ミ

貯

ミ
的
)

ス

イ

ギ

ュ
ウ

は

、

イ

ソ
ド

に
少

数

生

息

し

て

い

る

野

生

ス
イ

ギ

ュ
ウ

(し∪
ミ
魯
◎
Nミ
Gり
蟄
ミ

鳴
鴨
)

か

ら

、

約

五

、

○

○

○

年

前

に
家

畜

化

さ

れ

た

。

ス

イ

ギ

ュ
ウ

は
、

イ

ソ
ド

以

西

に

い

る
河

川

ス

イ

ギ

ュ
ウ

(染

色

体

数

卜。
昌

11

切
O
)

と

東

ア

ジ

ア

に

い

る

沼

沢

ス

イ

ギ

ュ
ウ

(染

色

体

数

b。
昌

11

(
76
)

蔭
。。
)
に
わ
け
ら
れ
る
。
両
者
間

の
交
配

で
妊
性

の
あ
る
仔
が
で
き
る
の
で
、

相
互
の
関
係
は
近
く
、
同
じ
祖
先
か
ら
で
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

河
川

ス
イ
ギ

ュ
ウ
と
沼
沢

ス
イ
ギ

ュ
ウ
の
血
液
蛋
白
質
の
型
を
支
配
す
る

(77
)

遺

伝

子

構

成

は

、

か

な

り

異

な

っ
て

い
る

。

ま

た
河

川

ス
イ

ギ

ュ
ウ

は

、

泌
乳
能
力
が
高
く
、
年

二
、
○
○
0
1
三
、
○
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
乳
脂

率
七
-
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
乳
を
生
産
す
る
優
れ
た
乳
用
家
畜
な
の
で
、
雌

.

(
78
)
(79
)

は
乳
用
、
雄
は
労
役
用
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
沼
沢

ス
イ
ギ

ュ
ウ
は
、
泌
乳
能
力
が
あ
ま
り
高
く
な

い
の
で
、
雌
雄
と
も
労
役
用
で

(78
)
(
79
)

あ

る
。

ス
イ

ギ

ュ
ウ

は
、

熱

帯

お

よ
び

亜
熱

帯

地

方

で

の
重

要

な
家

畜

で
、

世

界

の
飼

育

数

は

、

一
億

三
、

八

三

七

万

頭

で

あ

り

、

多

い

国

は

イ

ン

ド

(
七

、

四

二
六

万

頭

)
、

中

国

(
二
、

〇

四

七

万

頭

)
、

パ

キ

ス
タ

ン

(
二

、

〇

四

七

万

頭

)
、

タ

イ

(六

三

五

万

頭

)
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

(三

〇

〇

万

頭

)

で
あ

る

。

㈲

ミ

ツ
バ

チ

(缶
o
昌
Φ
く

げ
Φ
Φ
ρ

卜
哈
盻

ミ
職
N慧

ミ

お

よ

び

奪

蹄

ミ
§

ミ

)

ミ

ツ
バ

チ
を

家

畜

と

し

て
飼

育

し

た

の

は

ア

フ

リ

カ

で
、

お

そ

ら

く

エ

ジ

プ

ト

と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し

ミ

ツ
バ

チ

の

ミ

ツ
を

糖

源

と

し

て
求

め

た

の

は
、

ス

ペ

イ

ン

の
壁

画

で

み

ら

れ

、

そ

の
時

期

は
、

氷

河

期

の
終

り

(
80

)
(81

)

で
、
お
そ
ら
く
九
、
○
○
○
年
前
と
考
え
ら
れ
る
。
新
石
器
時
代
の
終
り

に
は
、

ミ
ツ
バ
チ
に
住
居
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
初
は
搾
取

の
み
で
あ

っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
で
ミ
ツ
バ
チ
の
箱
が
描

か
れ
て
い
る
寺

の
飾

り
は
、
最
古

の
も

の
は

bU
O
二
四
〇
〇
年

の
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
約
五
、

○
○
○
年
前
頃
か
ら
養
蜂
が
始
ま

っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
現

在

卜
黛
恥
ミ
Q
NN愚
ミ

匙
§
ミ
仂§

職
が
北
部
を
除
く
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
、
ま

た
、
奪

蹄

ミ
Q
NN愚
ミ

譜
ミ§
§

が
イ
タ
リ
ア
半
島

に
野
生
し
て
お
り
、

＼
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イ

ン
ド

、

中

国

、

日

本

に

は

、

匡
驚
仂

ミ

ミ
ミ

が

野

生

し

て

い

る
。

近

年

(
81

a
)

こ
れ
ら

の
近

縁
関
係
が

調

べ
ら
れ
た
。
中

国
、
日
本

で
は
、
か

つ
て

ト
爲
の

題
ミ
ミ

が
蜜
採
取
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
実
用
養
蜂
は
、

す
べ
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
た
毎
驚
。・
ミ
ミ
懸
ミ

に
置
き
換
わ

っ
て

い
る
。
人
類
は
古
く
か
ら
甘
い
も

の
に
憧
れ
て
い
た
が
、
砂
糖
キ
ビ
が
地

中
海
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

=
ニ
ー

一
四
世
紀
で
あ
り
、

サ
ト
ウ
ダ
イ

コ
ン
の
栽
培
は

一
九
世
紀
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
二
〇
〇
年

前
ま
で
は
、

ハ
チ
ミ
ツ
は
ヒ
ト
の
利
用
し
た
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
糖
源
で
あ

っ
た
。
現
在
そ
の
需
要
は
減
少

し
た
も
の
の
、
そ
の
人
気
に
は
根
強

い
も

の
が
あ
る
。
ま
た
最
近
日
本
で
は
、
農
薬

の
普
及

の
た
め
、
虫
が

い
な
く

な
り
、
園
芸
用
作
物

(果
樹
、

イ

チ
ゴ
、
野
菜
な
ど
)
の
授
粉
用

(役

用
)
家
畜
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ミ
ツ
バ
チ
か
ら
蜜
を
採

る
方

法
も
、
は
じ
め
は
殺
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
再
生
産
が
き
か

な
い
。
次

に
煙
で
燻
り
出
す
方
法

に
変
り
、
か
な
り
よ
く
使
わ
れ
た
。
こ

れ
は
火
災

の
危
険
が
あ
る
が
、
中
国
で
は
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
先
進
国
で
は
、
お
も

に
ミ
ツ
バ
チ
に
は
見
え
ず

ヒ
ト
に
は
見
え

(82
)

る
赤

い
光

の
下
で
作
業
す
る
よ
う

に
次
第
に
変

っ
て
き
て
い
る
。
日
本

の

養
蜂
は
、
蜜
生
産
と
し
て
は
コ
ス
ト
高
や
飼
育
す
る
人

の
減
少
な
ど
の
た

め
、
あ
ま
り
盛
ん
と
は
言
え
な

い
が
、
今
後
、
園
芸
授
粉
用

(役
用
)
家

畜
と
し
て
活
路
を
見
出
す
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
在
来
日
本
、・・
ツ

バ

チ

(郎
驚
劬
ミ
ミ
ミ

)
は
、
西
洋

ミ
ツ
バ

チ
と
異
な
り
、
天
敵

の
キ
イ

ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
を
群
と
し
て
包

ん
で
攻
撃
し
、
も
た
ら
さ
れ
る
高
温
で
こ

れ
を
殺
す
方
法
を
知

っ
て
い
る

の
で
、
蜜
を
集

め
る
能
力
を
若
干
改
良

で

き

れ

ぽ

、

再

び

用

い
ら

れ

る
可

能

性

が

あ

る
。

現

在

(
一
九

八
四
年
)
、

世

界

で
約

一
〇

〇

万

ト

ン
が

生

産

さ

れ

て

い

る
。

最

も

多

い

の
が

ソ
連

で

一
九

万

ト

ソ
、

次

い

で
中

国

で

一
二

万

ト

ソ
、

ア

メ

リ

カ
合

衆

国

一
〇

万

ト

ン
、

メ
キ

シ

コ
五

・
九

万

ト

ン
、

カ

ナ
ダ

四

・

五

万

ト

ソ
、

ア

ル
ゼ

ン

チ

ソ

三

・
三

万

ト

ン
で
あ

る
。

日

本

の
生

産

は
七

、

○

○

○

ト

ン

で
、

三

・
三

万

ト

ン
が

輸

入

さ

れ

て

い

る
。

輸

出

の
多

い

の

は
、

中

国

(六

・
五

万

ト

ン
)
、

メ
キ

シ

コ

(五

・
五

万

ト

ン
)
、

ア

ル
ゼ

ン

チ

ソ

(二

・
九

万

ト

ン
)

で
あ

る

。

日

本

で

の
養

蜂

は
、

七

世

紀

頃

に

始

ま

っ
た

よ

う

で
、

卜
驚
・・

聴
§

ミ

に

よ

る

も

の
で
あ

っ
た
。

一
八

七

六

年

に

ア

メ

リ

カ
合

衆

国

か
ら

郎
驚
。・
§
ミ

懸

ミ

が

輸

入

さ

れ

、

近

代

養

蜂

(
82

a
)

が

始

ま

っ
た

。

ω

カ
イ

コ

(ω
一一吋
ぐ弔O
「bP
目
O
けげ

しd
O
ミ
～餅
騨

ミ
いO§
.

℃

)

カ
イ

コ
は
、

ミ
ツ
バ
チ
と
と
も
に
分
類
学
的

に
無
脊
椎
動
物
の
昆
虫
類

に
属
し
、
中
国
で
野
蚕

(ク
ワ
コ
、
し∪
◎ミ
ひ蹄

ミ
§
§
§
§
.◎
§
)
か
ら
家
畜

化
さ
れ
た
。

ヒ
ト
に
よ
っ
て
家
畜
化
さ
れ
た
動
物
は
、
鳥
類
、
哺
乳
類
な

ど

の
高
等
脊
椎
動
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
下
等
脊
椎
動
物
や
カ
イ

コ
・

ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
な
無
脊
椎
動
物
が
家
畜
化
さ
れ
た
例
は
珍
し

い
。

カ
イ

コ
の
家
畜
化

は
、
か
な
り
古

い
と
思
わ
れ
る
。
浙
江
省

の
河
姆
渡
遺
跡

(しu
O
四
七
五
〇
年
)
か
ら
出
土

し
た
骨
器
に
蚕
紋
を
有
す
る
も

の
が
あ

る
が
、
こ
れ
が
家
畜
化
さ
れ
た
カ
イ

コ
か
、
野
蚕
か
は
、
分
か
ら
な
い
。

浙
江
省
の
羅
家
角
遺
跡

(馬
家
浜
文
化
早
期
)
に
は
、
桑
の
花
粉
が

で
て

お
り
、
今
か
ら
六
、
○
○
○
年
前
頃
に
は
じ
ま
る
仰
韶
文
化
時
代

の
山
西
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省
夏
県
西
陰
村

の
廟
底
溝
期
遺
跡

か
ら

「
ま
ゆ
」
が
出
土
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ゆ
は
小
さ
く
、

ク
ワ
コ
の
も
の
と
考
え
る
研
究
者
も
多

い
。

ま
た
、
浙
江
省
呉
興
銭
山
様
遺
跡

の
良
渚
文
化
前
期

の
地
層

で
、
bU
O
卜。】

胡
O
叶

HO
O
の
も

の
と
同
定
さ

れ
た
絹

の
布
片
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
カ
イ

コ
の
家
畜
化
は
、
五
、
○
○
○
年
前
と
考

(
83
)

え

る

の
が

妥

当

で
あ

ろ

う

。

イ

ソ
ド

で

も

、

bσ
〇

三

〇

〇

〇

年

に

は

カ

イ

コ
が

飼

わ

れ

て

い
た

が

、

こ

れ

は

中

国

か

ら

入

っ
た
も

の
と

考

、兄
ら

れ

て

い

る
。

日

本

に

は
、

カ

イ

コ
が

bd
O

一
ー

二
世

紀

(弥

生

時

代

)

に
入

っ

(83
)
(
84
)
(
85
)

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
西

ア
ジ

ア
に
は
>
U

四
世
紀

に
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に
は

>
U
六
世
紀

(五
三
六
年
)
に
入

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

養
蚕
は
、
日
本

で

一
時
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
産
業
と
し
て
は
カ

イ

コ
の
繭
か
ら

の
絹
糸
の
生
産

は
.
現
在
は
ナ
イ

ロ
ン
な
ど
人
工
繊
維

に

お
さ
れ
て
低
下
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
絹
は
他
の
繊
維

の
及
ば
な
い
美

し
さ
と
特
性
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
高
級
品
と
し
て
、
そ
の
生
産

と
需
要
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
中
国
は
、
現
在
で
も
絹
糸

の
輸
出
能
力
を
維
持

し
て
い
る
。

㈹

イ

ン
ド

ゾ

ウ

(》
ω
冨
p

巴
Φ
9

穹

計

肉
§

ぎ

の
ミ
§

§

ミ
G・
)

ゾ

ウ

類

で
現

存

し

て

い

る

の
は

、

イ

ソ
ド

ゾ

ウ

と

ア

フ
リ

カ
ゾ

ウ

で

あ

る
。

イ

ソ
ド

ゾ

ウ

は

、

少

な

く

と

も

四
、

○

○

○

年

前

に
イ

ン
ド

で
家

畜

(
86
)
(
87
)

化
さ
れ
、
荷
役
用
、
戦
闘
用
、

お
よ
び
象
牙
採
取
用
に
使
わ
れ
た
。
現
在

で
も
、
イ

ン
ド
東
部
で
荷
役
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ゾ
ウ
は
、
成
熟

す
る
ま
で
の
期
間
が

一
〇
年
と
長
く
、
か
つ
妊
娠
期
間
も
二
ニ
ヵ
月
と
長

い

の

で
、

ゾ

ウ

の
繁

殖

は
、

ヒ

ト
が

統

御

し

て

お

ら
ず

、

今

で

も

野

生

の

仔

ゾ

ウ
を

捕

獲

し

て
利

用

し

て

い

る
。

こ

の
繁

殖

統

御

の
点

か

ら

だ

け

み

る

と

、

ゾ

ウ

は
半

家

畜

(ω
Φ
d
P
一ー
α
O
b
P
①
ω
け
一〇
四
け
㊦
α

鋤
]P
一目
P
①
一ω
)

の
状

態

で

あ

る
。

ま

た
、

雄

ゾ

ウ

は

発
情

期

に

は

狂

暴

に
な

り
労

役

に
使

え

な

い

の

で
、

ホ

ル

モ

ン

(
抗

ア

ン
ド

ロ
ジ

ェ
ン
ま

た

は

エ
ス

ト

ラ
ジ

オ

ー

ル

ベ

ン

ゾ

エ
イ

ト
)

を

投

与

す

る

こ

と

も

試

み

ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、

人

工

受

精

法

が

使

え

る

よ

う

に
な

れ
ぽ

、
繁

殖

統

御

も

で
き

る

よ

う

に

な

る

可
能

性

(
88

)

も
あ
る
。

家
畜
と
し
て
の
利
用
は
古
く
、
イ
ン
ド
の
イ

ン
ダ

ス
河
の
近
く
の
モ

ヘ

ソ
ジ

ョ
ダ

ロ
や

ハ
ラ
ッ
パ
の
遺
跡

(四
、
五
〇
〇
1
四
、
○
○
○
年
前
)

で
発
掘
さ
れ
た
印
章
な
ど
か
ら
、
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
bU
O
三
三

一
年

に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
ペ
ル
シ

ャ
の
ダ
リ
ウ
ス
H
世
と
闘

っ
た
時
に
、

ペ
ル
シ
ャ
軍
は

一
五
頭

の
戦
ゾ
ウ

を
持

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ゾ
ウ
は
矢
が
多
く
飛
来
す
る
と
味
方

の
方
向

に
逃
げ
る
の
で
、
自
陣
を
混
乱
さ
せ
る
欠
点
が
あ
り
、
戦
闘
用

の
役
割
は

次
第

に
う
す
れ
た
。
こ
れ
は
、
ウ

マ
が
騎
乗
し
て
い
る
ヒ
ト
を
絶
対
信
頼

し
て
、
飛
び
来

る
矢
な
ど
を
も
の
と
も
せ
ず
に
突
進
す
る
の
と
大
き
な
違

(
87
)

い
で
あ
る
。
労
役
用
と
し
て
も
、
森
林
や
道
路

の
な
い
山
間
地
な
ど
で
は

現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
自
動
車

の
利
用
増
加
と
と
も

に
そ
の
使
用
も
減
少

の
傾
向

に
あ
る
。

⑨

ネ

コ

(0
舞

憲

駐

らミ
ミ
⑦
)

ネ

コ
は
イ
ヌ
と
と
も
に
、

ヒ
ト
と
相
利
共
生
関
係

に
あ
る
数
少
な
い
家
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畜

の

一
つ
で
あ

る
。

し

か

し
、

ヒ

ト
と

ネ

コ
と

の
共

生

の
歴

史

は
、

イ

ヌ

に
比

べ

て
遥

か

に
短

く

、

ネ

コ
の
家

畜

化

は

エ
ジ

プ

ト

の
旧

王

朝

時

代

に

行

わ

れ

、

約

四
、

○

○

○

年

前

か

ら

始

ま

り
、

三

、

五

〇

〇

年

前

に

は
完

全

に

家

畜

化

が

な

さ

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

原

種

は

リ

ビ

ア

ネ

コ

(
津

N蹄

の
"N竃
の
ミ

。・
鳶
ミ

§

)

で

あ

る
。

ネ

コ
の
家

畜

化

の
目

的

は
、

ヒ
ト

(89
)
(90
)
(
91
)

に
大

き

な

害

を

与

え

て

い

た

ネ

ズ

ミ
を

捕

え

さ

せ

る

こ

と

に
あ

っ
た
が

、

そ

の
後

、

イ

ヌ
と
同

様

に

ヒ
ト

の

ペ

ッ
ト

と

し

て

の
家

畜

と

し

て

の
役

割

が

生

じ

た

。

し

か

し

、

ネ

コ
は
、

他

の
家

畜

化

さ

れ

た
動

物

の
原

種

と
異

な

り
、

そ

の
原

種

が

集

団

生

活

を

し

て

い

な

か

っ
た
珍

し

い
例

で
あ

る
。

ネ

コ

の

祖

先

の

リ

ビ

ア

ネ

コ

は
、

発

情

期

を

除

き

強

い

「
な

わ

ぽ

り

(8
羅

律
o
Q

)
」

を

守

る

孤

独

生

活

を

し

て

お

り

、

こ

の

た

め

ネ

コ

の
繁

殖

は
、

イ

ヌ
や

他

の
家

畜

と

異

な

り

、

一
部

を
除

き

、

ヒ
ト

が

完

全

に
管

理

し

て
来

な

か

っ
た
。

ま

た
、

家

畜

化

さ

れ

た

ネ

コ
も

、

ヒ

ト
を

仲

間

と

し

て

は
意

識

し

て

い
な

い

よ
う

で

、

飼

い
主

と

の
友

好

関

係

よ

り

も

、

住

ん

で

い
る

テ

リ

ト

リ

ー

へ
の
執

着

が

、

よ

り
強

い
傾

向

が

あ

る

。

ネ

コ
は

、

エ
ジ

プ

ト

か
ら

世

界

各

地

へ
広

が

っ
た
が

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

で

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ヤ

マ
ネ

コ

(隷

駐

仂
"き
8
ミ

肋

ミ

ミ

無
丶
邑

と

若

干

の

交

配

が

な

さ

れ

た

よ

う

で
あ

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

の

ネ

コ
の

一
般

的

な
飼

育

は
、

中

世

に

お

い

て
ネ

コ
が

魔

女

の

ペ

ッ

ト
と

さ

れ

た

た

め

に

か

な

り

遅

く
、

一
九

世

紀

に
な

っ
て

か

ら

で
あ

る

と

さ

れ

て

い

る
。

ア
ジ

ア

に

は

、

イ

ン
ド

を
経

て

(
ud
O

一
〇

〇

ー

二

〇

)
、

タ

イ

(》
U

一
-

一
〇

〇

)
、

中

国

(》
U

一
-

四

〇

〇

)

に
入

っ
た
。

日

本

に

は
、

お

そ

ら

く

≧

)
八

○

○

年

頃

に
中

国

か

ら

入

っ
た

よ

う

で
あ

る
。

確

実

な

記

録

は

、

宇

多

天

皇

の
日
記

(八
八
九
)
に
、
八
八
五
年
に
大
宰
府

か
ら
き
た
源
精
が
献
上

し
た
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ネ

コ
が
日
本

の
貴
族

の
愛
玩
動
物
と
し

て
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
平
安
時
代
に
な

っ
て
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。
ネ

コ
の
導
入
は
、
遣
唐
使
が
中
国
か
ら
持
ち
帰

っ
た
仏
典
や
繭

(カ
イ

コ
)
を
ネ
ズ

ミ
の
害
か
ら
守
る
た
め
で
あ

っ
た
と
の
説
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ネ

コ
が
他

の
家
畜
と
異
な
り
、
朝
鮮
半
島
経
由

で
な

(
91

)
(92

)

く
、
中
国
か
ら
直
接
日
本

に
入

っ
た
こ
と
は
興
味
が
あ

る
。

現
在
の
ネ

コ
の
飼
育
数
は
、
約
二
億
匹
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆

国
が
最
も
多
く
五
、
○
○
○
万
匹
、
二
位
は

フ
ラ
ソ
ス
で
七
〇
〇
万
匹
、

日
本

は
五
八
○
万
匹
と
さ
れ
て
い
る
。
飼
育
数
は
、
先
進
国
で
多
く
、
発

展
途
上
国
で
少
な
い
。

⑩

ラ

ッ
ト

(
bσ
一pΩ
O
犀

『
鋤
戸

肉
&
妹ミ
Gり

§
妹霧

旧
]Z
O
「
≦
9
団

『
鋤
計

肉
匙
§

恥

ミ
o
ミ

鎹

"ミ

の
)

ヒ

ト

に
寄

生

し

た

ラ

ッ
ト

は

、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

(肉
ミ
ミ
吻

§
妹ミ
仂
)

と

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

(
沁
ミ
ミ
仂

謹

ミ

礦

"ミ

⑭
)

の

二

種

で

あ

る
。

ク

マ
ネ

ズ

ミ

は
、

ア
ジ

ア

(西

ア
ジ

ア

お

よ

び

小

ア
ジ

ア
)

に
現

在

も

野
生

し

て

お

り

、

東

か

ら
中

央

ア

ジ

ア

で

は
、

お

そ

ら

く

ヒ
ト
が

農

耕

を

開

始

し

定

住

生

活

を

始

め

て

か
ら

間

も

な

く

、

ヒ

ト

に
寄

生

し

た

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

の
年

代

は
、

マ
ウ

ス
よ

り

か
な

り
遅

い
と

考

え

ら

れ

て

い

る
。

ギ

リ

シ

ャ
や

ロ
ー

マ
で

は
、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

の
記

録

は
な

い
。

通

説

で

は
、

一
二
世

紀

以

降

、

イ

ン
ド

か

ら

西

シ

ル
ク

ロ

ー
ド

を

通

っ
て

、

貿

易

商

人

と

と

も

に

ヨ
ー

ロ

(93
)
(
94
)

ッ
パ

に
入

っ
た

と

考

え

ら

れ

て

い

る
。

イ

タ

リ

ア
軍

に
よ

っ
て

ク

リ

ミ

ア
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か

ら

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
持

ち

こ

ま

れ

た

と

い
わ

れ

て

い

る

一
四

世

紀

(
=

二
(93
)

四

七
)

の

ペ

ス
ト

の
大

流

行

は
、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

に

よ

っ
た

と

さ

れ

て

い

る
。

ペ

ス

ト

菌

は
、

ク

マ

ネ

ズ

ミ

に

寄

生

す

る

ケ

オ

プ

ス

ネ

ズ

、・・
ノ

、・・

(さ

§
尽
超
丶ミ

ら隷
Q愚
防蹄
)

の
腸
管
内
に
繁
殖
し
、
腸
管
閉
塞
を
起

こ
さ

せ
、

こ

の

ノ

ミ
が

吸

血

の

と

き

に

ヒ
ト

の
血

管

内

に

ペ

ス

ト
菌

を

吐

き

出

(94

)

す

こ

と

に

よ

っ
て
伝

播

す

る
。

ペ

ス
ト

は
、

>
U

五

四

二

年

に

コ

ン

ス

タ

ン

チ

ノ

ー
プ

ル

で
流

行

し
、

》
U

五

六

五

に

イ

タ

リ

ア

に
入

っ
て

い

る

こ

と
が

報

告

さ

れ

て

い

る

の
で

、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

は
、

こ

の
頃

に

は
少

な

く

と

(
94
)

も
南

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
入

っ
て

い

た
と

考

え

ら

れ

る
。

第

三

回

の

ペ

ス

ト

の

大

流

行

は
、

一
六

五

四
年

に

ナ
ポ

リ

に
は

じ

ま

り
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

全

土

に

(
94
)

広

が

り

、

イ

ギ

リ

ス
に

入

っ
た
。

ク

マ
ネ

ズ

ミ

は

、

一
度

も

家

畜

化

さ

れ

て

い
な

い
。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

は
、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

の
突

然

変

異

種

と

考

え

ら

れ

て

い

る
が

、

相

互

に
仔

は

で
き

な

い
。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

は
、

ク

マ
ネ

ズ

、・・
よ

り

大

き

く

、

寒

さ

に
強

い
。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

は
、

ア
ジ

ア

の
温

暖

な

地

方

(
カ

ス

ピ
海

か

ら

ド

ボ

ル

ス

ク
)

に

か

け

て
住

み
、

東

は
バ

イ

カ

ル
湖

ま

で
野

生

し

て

い

(95

)

た

と

の
報

告

が

あ

る

。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ
が

、

ヒ
ト

に
寄

生

し

た

の

は
、

ク

マ

ネ

ズ

ミ
よ

り

か

な

り

遅

い
と

推

定

さ

れ

、

一
八

世

紀

に

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

入

っ
て

い

る
。

そ

の
経

路

は
、

一
七

二
七

年

に
ボ

ル

ガ
河

を
渡

り

、

ノ

ル
ウ

エ
ー

を

通

り

、

一
七

二

八
-

三

〇
年

に

イ

ギ

リ

ス
に
入

っ
た

。

そ

の
た

め

イ

ギ

リ

ス
で

は
、

ド

ブ

ネ

ズ

ミ
を

ノ

ル
ウ

エ
ー

ラ

ッ
ト

と

い
う

。

ド
ブ

ネ

ズ

ミ
は

、

ク

マ
ネ

ズ

ミ
を

駆

逐

し

た
。

ド
ブ

ネ

ズ

ミ

に
は

、

ケ

オ

プ

ス
ネ

ズ

ミ

ノ

ミ

は
あ

ま

り

寄

生

し

な

い

し
、

ま

た

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

は
家

の
中

に

は

住

み

つ
か

な

い
。

こ

れ

に
よ

っ
て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

の

ペ

ス
ト

の
流

行

も

止

(94
)
(95
)

ま

っ
た
。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

は
家

畜

化

さ

れ

、

現

在

の
実

験

動

物

の

ラ

ッ
ト

と

な

っ
た
。

は

じ

め

は
、

イ

ギ

リ

ス
と

フ

ラ

ン

ス

で
家

畜

化

さ

れ

、

イ

ヌ
に

よ

る
ネ

ズ

ミ
殺

し

ゲ

ー

ム
と

し

て
使

わ

れ

た
。

こ

の

ゲ

ー

ム
は

、

地

面

に
溝

を

掘

り
、

捕

え

た

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

一
〇

〇

1

二

〇

〇

匹

を

い

れ

て
、

イ

ヌ

(
テ

リ

ア

種

)

に

よ

っ
て
咬

み
殺

さ

せ

る
時

間

を

競

う

も

の

で
あ

る
。

こ

の
ゲ

ー

ム

は

か

な

り

盛

ん

と

な

り

、

一
回

に

一
、

○

○

○

匹

以

上

の
ド

ブ

ネ

ズ

ミ
が

必

要

と

な

り

、

農

家

に
飼

育

・
繁

殖

さ

せ

た
。

こ

の
間

に

ド

ブ

ネ

ズ

、・・
に

赤

目

で
白

毛

の

ア

ル
ビ

ノ
が

出

現

し

、

今

日

の
実

験

動

物

の

ラ

ッ
ト

の
系

(95
)

統

の
祖

先

に

な

っ
た

。

中

国

で

の

ネ

ズ

ミ

の
記

録

で

は

、

しd
O

=

二
〇

〇

年

頃

の
辞

書

に
白

鼠

が

出

て
く

る
が

、

こ
れ

が

マ
ゥ

ス
、

ド

ブ

ネ

ズ

ミ
、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

の

い
ず

(95
)

(
96
)

れ
か
分
か
ら
な
い
。
日
本

へ
は
、
今
泉
に
よ
れ
ば
、
仏
典
が
ネ
ズ

ミ
に
齧

ら
れ
た
と

の
遣
唐
使
の
話
か
ら
七
世
紀

に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
を
経

て
、

船

に
便
乗
し
て
ク
マ
ネ
ズ
ミ
が
入

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
考
古
学
や
古
動
物
学
的
考
証
で
は
な
い
が
、
遣
唐
使
が
仏
典
と
蚕

マ
ユ
を
ネ
ズ
ミ
の
害
か
ら
防
ぐ
た
め
に
ネ

コ
を
伴

っ
た
と
い
う
ネ

コ
の
導

(
97
)

入

の
歴

史

と

も

一
致

す

る

。

し

か

し
図
o
ω
建
鋤
は
、

染

色

体

の
多

型

の
検

索

か
ら

、

ク

マ
ネ

ズ

ミ

の
入

っ
た
経

路

は

年

代

は

不

明

で
あ

る
が

二

つ
あ

り

、

一
つ
は

中

国

か

ら
朝

鮮

半

島

経

由

の
も

の
が

裏

日

本

に

は

び

こ
り

、

も

う

一
つ
は

東

南

ア

ジ

ア

(ピ

ル

マ
、

タ

イ
あ

た

り

)

か
ら

ヴ

ェ
ト

ナ

ム
、

カ

リ

マ
ン

タ

ソ
、

フ

ィ
リ

ッ
ピ

ン
を
経

由

し

て
表

日

本

に

は

び

こ

っ
た

と
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し

て

い
る

(図

5
)
。

ド

ブ

ネ

ズ

ミ

の

日
本

へ
の
渡

来

に

つ
い

て

は

、

は

っ
き

り

し

な

い
。

既

(98
)

(99
)

に
縄
文
時
代
か
ら
入

っ
た
と

の
説
や
、
ず

っ
と
新
し
く
、
今
泉

の

一
回
目

は
江
戸
時
代

に
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
経
由
、
二
回
目
は
明
治
以
降

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
か
ら
船
舶

で
入

っ
た
と

の
説
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ク

マ
ネ
ズ
ミ
や
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
寄
生
に
よ

っ
て
、

そ
れ
を
防
除
す
る
ネ

コ
の
家

畜
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
た
。
ま
た
、
ド

ブ
ネ
ズ
ミ
は

マ
ウ

ス
と
と
も

に
ヒ
ト
に
と

っ
て
は
、
寄
生
動
物
か
ら
実
験

動
物
と
し
て
偏
利
共
生
動
物

に
変

っ
た
特
殊
な
家
畜
で
あ
る
。

モ
ル
モ
ッ

ト
や
ウ
サ
ギ
も
、
現
在
実
験

動
物
と
な

っ
て
い
る
が
、
は
じ
め
か
ら
偏
利

共
生

の
家
畜
で
あ

っ
た
。

⑳

モ

ル

モ

ッ
ト

(O
巳
昌
Φ
四

嘗
ひq

o
『
〇
二
ざ

Ω
遷

甘

暦
o
§
職
ミ
⑦
)

モ

ル

モ

ッ
ト

の
原

種

は
、

現
在

も

チ

リ
、

ア

ル

ゼ

ソ
チ

ソ

の
寒

冷

地

を

除

く

ベ

ネ

ズ

エ
ラ

か

ら

ア

ル
ゼ

ン

チ

ソ
ま

で

の
地

域

、

お

よ

び

ブ

ラ

ジ

ル
、

エ
ク

ア
ド

ル
、

ペ

ル

ー

の
低

地

の
広

範

な

地

域

に
野

生

し

て

い

る
草

食

の

齧

歯

目

の

0
9
<
<

(
9

ミ
蟄

愚

鳴
ミ
蟄
)

で

あ

る
。

約

四
、

○

○

○

年

前

に

イ

ン
カ
帝

国

を

築

い
た
古

代

ペ

ル

ー
人

に

よ

っ
て
、

肉

用

動

物

と

し

て
家

畜

化

さ

れ

、

じu
O

一
〇

〇

〇

年

か

ら

ス

ペ

イ

ン
侵

略

の
問

に
体

驅

が

大

き

(
㎜
)

く

な

っ
て

い

る
。

モ

ル

モ

ッ
ト

は

お

と

な

し

く
、

草

の

み

で
飼

育

で
き

、

跳

ん
だ

り

よ

じ

の
ぼ

っ
た

り

で
き

な

い

の

で
、

ケ

ー
ジ

で
簡

単

に
飼

育

で

(
ool

)

き

る
。

肉

は

あ

ま

り
美

味

で

は

な

い

の

で
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

は

、

ペ

ッ
ト

ア
ニ
マ
ル
と
な

っ
た
。
ま
た
ヒ
ト
の
結
核
菌

に
感
染
す
る
の
で
、
重
要
な

実
験
動
物
と
な

っ
た
。
そ
の
後

ス
ト
レ
プ

ト
マ
イ
シ
ン
な
ど
の
結
核
菌

に

有
効
な
抗
生
物
質
の
発
見
と
、
飼
料
が
草

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
実
験
動
物
と
し
て
の
重
要
性
が
低
く
な

っ
た
。

⑰

ガ

チ

ョ
ウ

((
甲O
O
ω
①

＼
尸ミ
⑦鴨
丶

§

§
鴨⑦
妹帆ら
ミ
防

℃

)

ガ

チ

ョ
ウ

は
、

西

部

ユ
ー

ラ

シ

ア
大

陸

に
生

息

す

る
渡

り
鳥

の

ハ
イ

イ

ロ
ガ

ソ

(O
お

《

一Φ
ひq

ひq
o
o
ω
ρ

諠
蕊

ミ

匙
ミ
題
＼
)

と

、

東

部

ユ
ー

ラ

シ

ア

大

陸

に
生

息

す

る
渡

り

鳥

の

サ

カ

ッ

ラ

ガ

ン

(ω
毛
穹

σq
o
o
ω
ρ

卜
諱

ミ

澆

§

§

仂
)

が

、

西

ア

ジ

ア

お

よ

び

東

南

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

(ギ

リ

シ

ャ
、

小

ア

ジ

ア
、

北

ア

フ
リ

カ
)

と

中

国

で
別

々

に
家

畜

化

さ

れ
、

ヨ
ー

ロ

ッ

(
皿
)

パ
ガ
チ

ョ
ウ
と
中
国
ガ
チ
ョ
ウ
と
な

っ
た
。
家
畜
化

の
時
期
は
、
祖
先
が

渡
り
鳥
で
あ

っ
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
が
、
比
較
的
新

し
く
、
約
三
、
五

〇
〇
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
殷
商
時
代

(bo
O

一
七
二
二

ー

一
一
二
二
)

の
墓
か
ら
玉
石

に
彫
ら
れ

た
ガ

チ

ョ
ゥ

の
像
が
出
土

(
201

)

し

て

い

る
。

エ
ジ

プ

ト

で

は

、

新

王

朝

時

代

(じU
O

一
五

五

ニ

ー

=

五

一
)

に

は
家

畜

化

さ

れ

て

お

り

、

ギ

リ

シ

ャ

で
も

ホ

ー

マ
ー

の
詩

オ

デ

ッ

(
m

a

)

セ
イ
に
出
て
く
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ガ
チ

ョ
ウ
と
中
国
ガ
チ
ョ
ウ
は
、
互
い

に
近
縁
で
、
交
配

で
で
き
た
仔
は
雄
も
雌
も
妊
性
が
あ
る
の
で
、
別
種
と

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

ガ
チ
ョ
ウ
は
、
食
欲
が
旺
盛

で
良
く
食
べ
る
の
で
肥
育

は
容
易
で
、
そ

の
た
め
飛
べ
な
く
な

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
チ
ョ
ゥ
の
品
種

は
、

一
九
世

紀

に
な

っ
て
で
き
た
。
中
国
ガ
チ

ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、
『中
国
家
禽
品
種
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(
m
b
)

志
』
に

一
二
の
品
種
が

の
せ
ら
れ
て
い
る
。
ガ
チ

ョ
ウ
は
家
禽

の
な
か
で

唯

一
の
ほ
と
ん
ど
草

の
み
で
飼
育
可
能
な
種
で
あ
る
。
中
国
ガ
チ
ョ
ウ
は

体
が
か
な
り
大
き
く
、
成
体
重
は
品
種

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
五
-

一

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
チ
ョ
ウ
は
さ
ら
に
大
き
く

一
〇

1

一
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
肉
用

で
、
産
卵
数
は
比
較
的
少
な
く
、
年

四
〇
i
八
○
個
で
あ
る
。
世
界
で
は
、
中
国
で
多
く
、
八
、
八
○
○
万
羽

(
一
九
八
六
年
)
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
多

い
国
は
ソ
連
、

カ
ナ
ダ
な

ど
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
入

っ
て
こ
な
か

っ
た
。

㈲

ア

ヒ

ル

(∪
二
〇
ぎ

ト
ミ
毳

暦
ミ
鷽
§

ミ
ら
譜
O
の
)

ア

ヒ

ル

は

、

ユ

ー

ラ

シ

ア

大

陸

で

広

く

野

生

し

て

い

る

マ

ガ

モ

(罎
巴
一母
P

ト
ミ
8

博
ミ
耐
§

§
ぎ
砺
)
が
、
世
界
の
幾

つ
か
の
場
所
で
家

畜
化
さ
れ
た
。
最
も
古

い
家
畜
化
は
、
中
国
で
行
わ
れ
、
じd
O
三
〇
〇
〇

年
に
は
確
実

に
家
畜
化
さ
れ

て
お
り
、
しU
O
二
五
〇
〇
年

の
壷
に
そ
の
絵

(
301

)

が
見
ら
れ
る
。
家
畜
化
の
時
期
は
、

ニ
ワ
ト
リ
よ
り
遅

い
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
原
種
が
渡
り
鳥
で
あ

っ
た
こ
と
、
雄

の
闘
争
心
が
低
く
、
闘
鶏

の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
に
使
え
な

か

っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
中
国
よ
り
は

遅
れ
た
が
、
東
南

ア
ジ
ア

(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
)
で
も
ア
ヒ
ル
の
家
畜

化
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
現
在

の
中
国
、
台
湾
、
日
本
な
ど
の
東
北

ア
ジ
ア

の
ア
ヒ
ル
の
品
種
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南

ア
ジ
ア

の
ア
ヒ
ル
の
品
種
と
の
間

に
、
血
液
蛋
白
質
の
多
型
を
支
配
す
る
遺
伝
子

の
頻
度
に
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
集
団

の
ア
ヒ
ル
は
別
々
な

(
1
)
(
鵬
)
(
鵬
)

マ
ガ

モ

か

ら
家

畜

化

さ

れ

た

と

推

定

さ

れ

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

は
、

ア

ヒ

(
701

)

ル
は

一
二

世

紀

に

な

っ
て

は

じ

め

て
文

献

に
出

て
く

る

こ

と

か

ら

、

中

国

や

東

南

ア
ジ

ア

の

ア

ヒ

ル
が

入

っ
た

可

能

性

も

大

き

い

よ

う

に
思

わ

れ

る

が

、

こ

れ

を

確

か

め

る

に

は
、

今

後

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ァ

ヒ

ル

の
品

種

の
遺

伝

子

の
研

究

が

必

要

で
あ

る
。

多

産

で
有

名

な

カ

ー

キ

キ

ャ

ソ

ベ

ル
種

は
、

英

国

で
作

ら

れ

た
が

、

一
九

世

紀

に
西

マ

レ

ー

シ

ア

の

イ

ソ
デ

ィ
ア

ン

ラ

ン

ナ

ー
、

フ

ラ

ン

ス

の

ア

ヒ

ル

の

品

種

ル

ー

ア

ソ

(
国
o
信
Φ
づ
)
、

ヨ
ー

ロ
(
801
)

ッ
パ
に
渡
来
す
る

マ
ガ
モ
な
ど
を
交
配
し
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

カ
ー
キ
キ
ャ
ソ
ベ
ル
種
の
血
液
蛋
白
質
を
支
配
す
る
遺
伝
子
構
成
を
調

べ

て
み
る
と
、
中
国
、

ス
マ
ト
ラ
、
カ
リ

マ
ン
タ
ン
に
い
る
在
来
種
と
近
か

(
501
)
(
㎜
)

っ
た

(図

6
参
照

)
。

こ

の

こ

と

か

ら

す

る

と

、

ル

ー

ア

ン

な

ど

も

、

も

と

は

東

南

ア

ジ

ア

の

ア

ヒ

ル
が

入

っ
て

で

き

た

可

能

性

も

あ

る
。

ア

ヒ

ル
は
、

現

在

世

界

で

五

億

羽

飼

育

さ

れ

て

い

る
が

、

そ

の
八

六

パ

ー

セ

ン

ト
が

ア
ジ

ア

で
飼

育

さ

れ

て

い
る
。

中

国

が

最

も

多

く

(
三

二

六
億

羽

)
、

ヴ

ェ
ト

ナ

ム

(三

、

○

○

○

万

羽

)
、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア

(
二
、

八

○

○

万

羽

)
、

バ

ン
グ

ラ
デ

ィ

シ

ュ

(
二
、

二

〇

〇

万

羽

)
、

タ

イ

(
一
、

九

〇

〇

万

羽

)
、

フ

ラ

ン

ス

(
一
、

○

○

○

万

羽

)

の
順

で
あ

る
。

ア

ヒ

ル

は
、

ア
ジ

ア

で

は

そ

の
卵

、

肉

両

方

の
生

産

に

お

い

て
、

重

要

な

家

畜

で
あ

る
。

特

に
中

国

で

は

、

多

数

か

つ
多

品

種

の

ア

ヒ

ル
が

飼

育

さ

れ

、

(
09

)
(

)

遺
伝
資
源
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

ア
ヒ
ル
は
極
め
て
多
産
で
、
改
良
し

な
く
て
も
年
三
〇
〇
個
以
上
の
産
卵
能
力
を
示
す
品
種
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
原
種
が
渡
り
鳥

で
あ
り
、
長
年

に
わ
た
り
強
い
自
然
淘
汰
を
う

(
m
)

け
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
成
長
速
度
も
は
や
い
が
、
体
脂
肪
の
蓄

積
も
多

い
た
め
、
飼
料
効
率
な
ど
は
、

ニ
ワ
ト
リ
の
ブ

ロ
イ
ラ
ー
用
品
種
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zz(is.2%)

1.菜 鴨(ツ ァ イヤ,台 湾)

2.七 レボ ン(西 ジ ヤバ)

3.タ ン ゲ ラ ン グ(西 ジ ャバ)

4.タ シ ク マ ラ ヤ(西 ジ ャバ)

5.テ ィー ガ ル(中 央 ジ ャバ)

6.マ ゲ ラ ン グ(中 央 ジ ャバ)

7.モ ジ ョサ リ(東 ジ ャ バ)

8.メ ン グ ウ イ(バ リ)

9.ロ ン ボ ッ ク(ロ ン ボ ッ ク)

10.メ ダ ン(ス マ トラ)

11.ア ラ ビ オ(カ リマ ン タ ン)

12.カ ー キ ー キ ャ ンベ ル(イ ギ リス)

13.カ ー キー キ ャ ンベ ル(日 本)

14.ペ キ ン(中 国)

15.ペ キ ン(デ ンマ ー ク)

16.改 良 大 阪

17.マ ガ モ1群

18.マ ガ モ2群

Z1
(46.0%)

図6分 散 ・共分散行列 を用 いた主成分分析 によるア ヒル16品 種,マ ガモ2群 の二次元散布図

Z1・Z2の後の%は 各々の寄豊率を示す。マガモ1群 は最近捕獲された群,マガモ2群 はかなり前に捕獲され日本在来の.
青首種が交配されたもの。105106

よ
り
は
劣

っ
て
い
る
。

ア
ヒ
ル
が
飛
べ
な
く
な

っ
た
の
は
、
体
重

の
増
加

の
た
め
で
、

マ
ガ
モ
を
何
代
か
飼
育
し
て
お
く
と
、
体
重
が
増
し
て
飛
べ

な
く
な
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
日
本

へ
の
ア
ヒ
ル
の
渡
来

は
、
か

な
り
遅

い
。
文
献
的

に
は
、
『百
練
抄
』

(
=

七
二
年
)
と

『古
今
著
聞

集
』
(
一
二
五
四
年
)
に
ア
ヒ
ル
ら
し
い
も
の
が
出

て
く
る
の
で
、
お
そ
ら

く

一
二
世
紀
頃
に
南
宋
と
の
交
易

で
入

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。
室
町
時
代

(足
利
義
満
、
将
軍
在
任

=
二
六
八
1

=
二
九
四
)
.

以
降
、
明
と
の
貿
易
再
開
時

の
室
町
末
期
に
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実

(211
)

で
あ

る

。

ω

バ

リ

ケ

ソ

(]≦
二
ω
o
O
<
《
α
¢
o
厂

○
識
識
§
匙

ミ
o
⇔
ら
隷
蟄
ミ
)

バ

リ

ケ

ン
は
、

シ

チ

メ

ン

チ

ョ
ウ

と

と

も

に
新

世

界

で
家

畜

化

さ

れ

た

数

少

な

い
家

禽

で
あ

る
。

現

在

も

原

種

の
バ

リ

ケ

ン

(
9

ミ

ミ

§
o
や

ら
ぎ

ミ
)

は
、

北

は

メ

キ

シ

コ
か

ら

西

は

ペ

ル

ー

の
沿

岸

、

南

は

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

の

ラ
プ

ラ

タ
河

ま

で

の
広

い
地

域

に
野

生

し

て

い

る
。

一
六

世

紀

に

ス
ペ

イ

ソ
人

が

イ

ン
カ

に
侵

攻

し

た
時

に

は
、

コ

ロ
ソ
ピ

ア
沿

岸

と

ペ

ル

ー

で
、

家

畜

化

さ

れ

た

バ

リ

ケ

ン
を

発

見

し

た
。

家

畜

化

の
時

期

は
、

古

代

ペ

ル

ー
人

に
関

す

る

歴

史

が

欠

け

て

い

る

の

で
、

は

っ
き

り

し

な

い
。

し

か

し
、

中

部

ア

ン
デ

ス
地

方

で
、

バ

リ

ケ

ソ
が

描

か
れ

た

か

な

り

古

い

つ
ぼ

(O
『
Φ
-麁O
O
一二
目
σ
一①
昌

娼
O
什
梓
①
『
団
)

が

多

数

発

見

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

(
311
)

ら
、
お
そ
ら
く
ペ
ル
ー
で
、

モ
ル
モ
ッ
ト
と
同
じ
頃
の
三
、
○
○
O
l
四
、

○
○
○
年
前

に
家
畜
化
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

バ
リ
ケ
ン
は
、
就
巣
性
を
持
ち
、
原
産
地
が
熱
帯
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
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り
、
耐
熱
性
が
高

い
特
性
が
あ

る
。
ま
た
肉
質
が
よ
く
、

フ
ラ
ン
ス
で
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
輸
入
さ
れ
、
ア
ヒ
ル
の
卵

を
孵
化
さ
せ
る
の
に
利
用
さ
れ
た
。
台
湾

で
は
、
在
来

の
ツ
ア
イ
ヤ

(
ア

ヒ
ル
)
に
交
配
し
て
ド
バ

ソ
を

つ
く
り
、
こ
れ
が
大
量

に
飼
育
さ
れ
て
い

る
。
ド
パ
ン
は
、
バ
リ
ケ
ソ
よ
り
成
長
が
速
く
、
肉
質
が

ア
ヒ
ル
肉
よ
り

美
味

で
あ
り
、
し
か
も
不
妊
で
卵
を
産
ま
な
い
の
で
、
河
川
や
池
、
野
原

(
411
)

な
ど
に
放
飼
で
き
る
。

⑮

シ

チ

メ

ソ

チ

ョ
ウ

(↓
霞

落

ざ

ミ

魯

蠡

謬

題

丶§

ミ

。
)

シ
チ

メ

ン

チ

ョ
ウ

は

、

新

世

界

で
家

畜

化

さ

れ

た

も

の
で

あ

る
が

、

他

の

四
種

(
ラ

マ
、

ア

ル

パ

カ
、

モ

ル

モ

ッ
ト
、

バ

リ

ケ

ン
)

と

異

な

り
、

メ

キ

シ

コ
で
家

畜

化

さ

れ

た
も

の

で
あ

る
。

家

畜

化

の
時

期

は

、

マ
ヤ
文

明

の
あ

っ
た

bu
O

二
〇

〇

1

》
∪

七

〇

〇

年

の
問

と

思

わ

れ

る
。

家

畜

化

の
場

所

は

マ
ヤ
文

明

の
中

心

で
あ

る

ユ
カ

タ

ン
半

島

で
な

く
、

メ

キ

シ

コ

市

の
北

で

あ

り

、

プ

エ
ブ

ロ

(勺
二
①
再

o
)

人

に

よ

っ
て

諺
〇

五

〇

〇

1

(
411
)
(
価
)

七
〇
〇
年
頃
家
畜
化
さ
れ
た
証
拠
が
あ

る
。

一
六
世
紀
に
は
、
家
禽
化
さ

れ
た
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
が
、
中
米
に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
が

ス
ペ
イ
ソ

人

に
よ

っ
て
認

め
ら
れ

た
。

原
種

は
、

メ
キ

シ

コ
に
野
生
し

て
い
る

さ

貯
龕

識
の

題

丶§

◎
§

ミ
N§
軌§
§
蟄
、

ま

た

は

さ

貯
龕

註
防

題

丶§

犠
竃

(
511
)

鷺

ミ
愚

匙
§

と

推

定

さ

れ

て

い
る

。

こ

の
他

に
、

野

生

シ

チ

メ

ン

チ

ョ
ウ

に

は
、

米

国

西

部

の
も

の
、

東

部

お

よ

び

中

南

部

の
も

の
、

フ

ロ
,リ
ダ

の

も

の
な

ど

別

の
亜

種

も

あ

る

。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

は
、

メ

キ

シ

コ
か

ら

ス
ペ

イ

ソ
経

由

で

入

っ
た
が

、

こ

の
と

き

東

部

お

よ
び

中

南

部

の
野

生

種

と

の

間

の
雑

種

も

作

ら

れ

た

。

シ
チ

メ

ソ

チ

ョ
ウ

は
、

ニ
ワ

ト

リ

と

近

縁

で
あ

る
が

、

そ

の
雑

種

は

妊
性

が

な

い
。

野

生

シ

チ

メ

ン
チ

ョ
ウ

の

§

隷
龕

識
。・
鷺

N§

匙
竃

ミ

竃

。・
婁

は
、

北

ア

メ

リ

カ

大

陸

で
広

く

野

生

し

て

い
た

の

で
、

開

拓

民

は

こ

れ

を

捕

獲

し

て
食

用

に

し

た

。

体

躯

が

大

き

い

の

で
祭

(感

謝

祭

、

ク

リ

ス

マ
ス
)

な

ど

の
時

の
会

食

に
供

さ

れ

、

こ

れ
が

今

日

の

ア

メ
リ

カ
人

の
習

慣

と

な

っ

て
残

っ
て

い
る

。

シ
チ

メ

ン

チ

ョ
ウ

の
肉

は
淡

泊

で

脂

肪

が

少

な

い
。

世

界

で

は

二

・
二
億

羽
飼

育

さ

れ

て

い

る
が

、

ソ
連

(六

、

六

〇

〇

万

羽

)
、

米

国

(
五

、

三

〇

〇

万

羽

)
、

イ

タ

リ

ア

(
二
、

一
〇

〇

万

羽

)
、

フ

ラ

ン

ス

(
一
、

七

〇

〇

万

羽

)
、

英

国

(
一
、

一
〇

〇

万

羽

)
、

メ

キ

シ

コ

(
一
、

○

○

○

万

羽

)

な

ど

に
多

い
。

日

本

に

は

シ

チ

メ

ン
チ

ョ
ウ

は
、

(
鵬

a
)

江
戸
時
代

の

一
六
七
五
年

に
長
崎

に
入

っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
は
、
若
干
輸
入
さ
れ
た
も

の
の
、
日
本
で
は
今
日
で
も
産
業
的

な
飼
育
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

⑯

ホ

ロ
ホ

ロ
チ

ョ
ウ

(〇
三
器

餌
略
○
琶

℃
〉
ミ
ミ

§

ミ
§

§

σ
)

ホ

ロ

ホ

ロ

チ

ョ

ウ

は

、

北

ア

フ
リ

カ

で
、

カ

ブ

ト

ホ

ロ

ホ

ロ
チ

ョ

ウ

(出
Φ
巨

簿
①
山

σq
三
昌
$

h
o
≦
尸

〉
ミ
ミ

軌§

ミ
Q
冷
蠡

§

)

か

ら

家

畜

化

さ

(611

)

れ

た
。

カ
ブ

ト

ホ

ロ
ホ

ロ
チ

ョ
ウ

は
、

現

在

も

モ

ロ

ッ

コ
を

含

む

西

ア

フ

リ

カ

に
野

生

し

て

い

る
。

ア

フ

リ

カ

で
家

畜

化

さ

れ

た
動

物

は
、

他

に

ロ

バ

、

ミ

ッ
バ

チ
、

ネ

コ
が

あ

る

。

ホ

ロ
ホ

ロ
チ

ョ
ウ

は

、

じσ
〇

五

〇

〇

年

に

ギ

リ

シ

ャ
で
知

ら

れ

て

お

り
、

ロ
ー

マ
帝

国

で

は
飼

育

さ

れ

て

い
た

。

し

か

し

、

中

世

に

は

消

滅

し
、

=

二
世

紀

頃

か

ら

フ
ラ

ソ

ス

の
文

献

に
再
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(
611

)

度
登
場
し
て
い
る
。
ホ

ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
の
羽
色
は
、
野
生
と
同
じ
黒
に
白

の
斑
点

(真
珠
斑
)
ま
た
は
白
色

の
も
の
が
あ
り
、
頭
部
の
こ
ぶ

(か
ぶ

と
)
は
野
生

の
原
種
よ
り
や
や
小
さ
い
。
ホ
ロ
ホ

ロ
チ
ョ
ウ
は
、
放
し
飼

い
に
適

し
、
卵
は
遠

い
と
こ
ろ

に
産
み
放
し
に
す
る
。

一
九
五
〇
年
以
降

は
、
ケ
ー
ジ
飼
育
し
、
人
工
受
精
し
て
卵
を
と
る
こ
と
も
始
ま

っ
て
い
る
。

肉
質
が
良

い
の
で
、

フ
ラ
ソ
ス
で
は
、

ニ
ワ
ト
リ
に
次

い
で
多
数
飼
育
さ

れ
て
い
る
。
日
本
に
は
じ
め
て
入

っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
末
期

の

一
八

(
鮖

a
)

二
二
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
飼
育
数
は
僅
か
で
あ
る
。

鯒卿

ヤ
ク

(鴫
爵

w
bu
8

偽
ミ
ミ
§
吻
)

ヤ
ク
は
、
ウ
シ
科

の
動
物

で
、
チ
ベ

ッ
ト
で
野
生

ヤ
ク
か
ら
家
畜
化
さ

れ
た
。
四
、
○
○
○
ー
六
、
○
○
○

メ
ー
ト
ル
の
高
地

に
住
み
、
零
下
四

〇
1
五
〇
度
C
で
も
耐
え
る
高

冷
地
に
適
し
た
希
少
価
値
の
あ
る
家
畜

で
、

今
後
も
実
用
家
畜
と
し
て
、
野
生
種
も
含

め
て
そ
の
遺
伝
子
の
保
存

は
重

要

で
あ
る
。
家
畜
化
の
時
期
は

か
な
り
古

い
と
思
わ
れ
る
が
、
考
古
学
的
、

お
よ
び
文
献
的
資
料
が
不
足

で
不
明

で
あ
る
。

=
二
世
紀

に
マ
ル
コ
ー
ポ

ー

ロ
が
青
海
湖

の
近
く
で
家
畜

化
さ
れ
た
ヤ
ク
を
見
た
と
記
録
し
て
い
る
。

家
畜
化
さ
れ
た
ヤ
ク
は
、
野
生

ヤ
ク
よ
り
小
格
化
し
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル

や
ソ
連

で
、
ヤ
ク
の
肉
を
食
用

に
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
ラ

マ
教

の

宗
教
的
理
由

の
た
め
食
べ
な
い
。
毛
は
年

一
回
刈
ら
れ
、

一
頭
か
ら
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
と
れ
る
。
役
用
と
し

て
力
が
強
く
、
特
に
山
道

で
普
通
五
〇
ー

八
○
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
能
力

の
高

い
も

の
で
は

一
五
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
荷
を

運
ぶ
。
糞
は
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
る
。
乳
量
は
平
均
年
六
〇
〇
キ

ロ
グ
ラ

ム
で

あ

ま

り

高

く

な

い
が

、

乳

脂

率

は
、

六

-

七

パ

ー

セ

ソ

ト

で
あ

る

。

ウ

シ
と

の

一
代

雑

種

は
、

ゾ

ー

(住
N
o
)

と

呼

ぼ

れ

、

五

〇

〇

年

前

に

作

ら

れ

た

記

録

が

あ

る
。

ゾ

ー

は
、

繁

殖

力

が

雌

に

は

あ

る

が

、

雄

に

(
711
)
(鵬
)

は

な

い

。6

歴
史
時
代
に
な

っ
て
家
畜
化
さ
れ
た
も
の

ω

ウ

サ
ギ

(園
四
び
ぴ
貫

O
遷
ら
な
譜

器

ら
ミ
謡
蹄
ミ
§

)

ウ
サ
ギ
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島

に
野
生
し
て
い
た
ア
ナ
ウ
サ
ギ
が
、

ロ
ー

マ
時
代

に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
家
畜
化
は

意
外

に
遅
く
、
b
U
六
〇
〇
年
頃
、
僧
院

で
食
料

の
自
給
自
足

の
た
め
に

草
で
飼
育

で
き
る
ウ
サ
ギ
を
飼

っ
て
食
用
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

こ
の
時

に
ウ
サ
ギ
の
育
種
が
始
ま

っ
て
い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
が
、

六
-

一
〇
世
紀

の
間

に
家
畜
化
さ
れ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
》
U
五
九

〇
年

に
ト
ウ
ー
ル
僧
正
グ

レ
ゴ
リ
ー
が
、
「僧
院
で
ウ
サ
ギ
の
胎
児
や
生

れ
た
ば
か
り
の
ウ
サ
ギ
は
肉
で
は
な
い
と
い
っ
て
飼
育
し
て
い
る
の
は
よ

く
な

い
」
と
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。

一
一
四
九
年
に
は
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト

(
911
)
(㎜
)

僧
院
で
ウ
サ
ギ

一
つ
が

い
を
要
求
し
た
手
紙
が
残

っ
て
い
る
。

一
六
世
紀

に
は
、
家
畜
化
さ
れ
た
ウ
サ
ギ

に
多
様
な
毛
色

の
個
体
が

で
き
、
体
重
も

野
生

の
四
倍

に
な

っ
た
。

一
七
〇
〇
年
に
は
ア
ル
ビ

ノ
や
長
毛
の
ア
ン
ゴ

ラ
も
で
き
た
。
ウ
サ
ギ
の
用
途
は
、

は
じ
め
は
肉
用
で
、
次

い
で
毛
用
と

し
て
も
使
わ
れ
た
。
現
在
実
験
動
物
と
し
て
、
と
く
に
免
疫
抗
体
作
成
用

動
物
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
家
畜
化
さ
れ
た
ウ
サ
ギ
は
、
日
本

に
は
、
明

治
維
新
後
、
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
な
お
ウ
サ
ギ
は
、
再
野
生
化
し
や
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す

い
。

②

ウ
ズ
ラ

(冒
擂
器
ω①
ρ
轟

芦

9

ミ
§
騨

ら。
ミ
ミ
§
丶§
§

§

)

ウ
ズ
ラ
は
、
日
本

で
家
畜
化

さ
れ
た
唯

一
の
家
畜
で
あ
る
。
ウ
ズ
ラ
は
、

キ
ジ
目
に
属
す
る
渡
り
鳥
で
、

ニ
ワ
ト
リ
と
も
近
縁

の
種

で
、
相
互
に
妊

性

の
な
い
雑
種
が

で
き
る
。

ウ
ズ
ラ
の
家
畜
化

の
開
始
時

期
は
明
確

で
は
な
い
が
、
約
六
〇
〇
年
前

頃

(室
町
時
代
)
と
も
い
わ
れ
、
は
じ
め
は
鳴
き
声
を
楽
し
む
た
め
で
あ

(121

)

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
献
的
な
家
畜
化

の
記
録
は
、

=
ハ
四
八
-
五

一
年

(約
三
五
〇
年
前
)
な

の
で
、
約

四
〇
〇
年
前

に
は
家
畜
化
が
始
ま

っ
て
い

(
221

)

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
多

産
な

の
で
卵
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日
本

で
は
、
豊
橋
市

周
辺
を
中
心
に
、
か
な
り
大
き
な
産
業
と

な

っ
た
。
米
国

で
は
、
日
本
か
ら
ウ
ズ
ラ
を
輸
入
し
て
、

ニ
ワ
ト
リ
の
実

験
動
物
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
肉
用
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る

(成
体
重
も
二
〇
〇
1
三
〇
〇
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
い
る
)
。

(
3ワ
】
1

)

河
原
は
、
野
生

ウ
ズ
ラ
と
家

畜
化
さ
れ
た
ウ
ズ
ラ
を
比
較
し
て
、
動
物

の
家
畜
化
に
伴

っ
て
お
こ
る
変

化
に
つ
い
て
重
要
な
知
見
を
残
し
て
い
る
。

彼
は
、
渡
り
を
し
て
い
て
、
冬

日
本
内
地

で
過
す
野
生
ウ
ズ
ラ
一二
〇
六
羽

を
と
ら
え
、
意
識
的
な
選
抜
を
加
え
ず

に

一
〇
世
代
飼
育
し
、
そ
の
能
力

の
世
代
間

の
変
化
を
調
べ
た
。
そ

の
結
果
、
初
産
日
齢
が
第

一
世
代

で
平

均

=

○
日
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
〇
世
代
で
は
、
平
均
六

一
日
と
な
り
、

家
禽
化
さ
れ
た
ウ
ズ
ラ
の
四
九
日
に
近
く
な

っ
た
。
し
か
も
、
第
二
世
代

で
四
〇
日

で
初
産
す
る
個
体
が

み
ら
れ
た
。
初
産
後
六
〇
日
間

の
産
卵
率

は
、
平
均
四
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
〇
世
代
で
は
平
均
七

九
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
り
、
家
禽
ウ
ズ
ラ

(八
九

パ
ー
セ
ン
ト
)
の
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
産
卵
率
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う

に
産
卵
性
向
上
に
つ
い
て

選
抜
し
な
い
の
に
、
そ
の
遺
伝
形
質

に
著
し
い
上
昇
が
み
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
高

い
産
卵
性
や
早
熟
性
を
支
配
す
る
遺
伝
子
が
、
も
と
も
と
野

生

の
集
団

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
高

い
産
卵
性
や

早
熟
性
と
い
う
家
畜
ウ
ズ
ラ
と
し
て
は
望
ま
し
い
形
質
は
、
野
生
ウ
ズ

ラ

と
し
て
は
、
生
存
に
不
利
な
形
質
で
あ
り
、
野
生
時

に
は
、
こ
の
形
質
を

持

つ
個
体
は
自
然
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ウ

ズ
ラ
の
家
畜
化
の
過
程

で
の
急
激
な
産
卵
能
力

の
向
上
は
、
家
畜
化
に
よ

っ
て
生
じ
た
新
た
な
突
然
変
異
を
利
用
し
た
も

の
で
な
く
、
野
生
時
か
ら

潜
在
し
て
い
た
能
力
を
持

つ
個
体

に
対
し
、
.生
存
適
応
す
る
特
殊
な
環
境

(
321
)
(翊
)
(
鮖
)
(
墹
)

が
与
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
…様
な

(蠏
)

こ
と
が
、

ソ
連
の
キ
ツ
ネ
の
家
畜
化

の
実
験

で
も
観
察
さ
れ
て
い
る

(イ

ヌ
の
項
参
照
)。
ま
た
、
家
畜
化
さ
れ
た
ウ
ズ

ラ
は
、
野
生
時

に
持

っ
て

い
た
就
巣
性
を
失

っ
た
。
渡
り
鳥
は
、
留
鳥

に
比
べ
て
就
巣
性
を
失

い
や

す
く
、
こ
れ
は
マ
ガ
モ
を
家
畜
化
し
た
ア
ヒ
ル
の
例
と
同
様

で
あ
る
。
留

鳥
の
家
畜
化
の
例

で
あ
る
シ
チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
で
は
、
就
巣
性
を
持

っ
て
お

り
、

ニ
ワ
ト
リ
で
は
、
就
巣
性

の
あ
る
も

の
と
、
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

㈹

ミ
ン
ク

(〉
目
巴

o
き

日
ヨ
ぎ

ミ
ミ魯

ミ

ミ
。。§

)

ヒ
ト
の
衣
服
素
材
と
し
て
の
毛
皮
の
利
用
は
、
歴
史
的

に
は
古

い
が
、

そ
の
獲
得
方
法
は
、
長
い
間
狩
猟
に
依
存
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
そ
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ヒ トと他の動物 との共生の歴史

の
需
要
が
増
し
た
た
め
、
野
生
の
ミ
ン
ク
、
キ
ッ
ネ
、
北
極
キ
ッ
ネ
、
タ

ヌ
キ
な
ど
が
家
畜
化
さ
れ
、

毛
皮
用
動
物
と
い
う
新
し
い
家
畜
が
出
現
し

た
。
キ
ッ
ネ
に
つ
い
て
は
、

一
八
九
二
年

の
カ
ナ
ダ

の
O

U
四
ぎ

ロ
に
よ

る
飼
育
が
、
家
畜
化
の
は
じ

め
と
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、

(
821

)

一
八
六
六
年
頃

に
北
ア
メ
リ

カ
で
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ン
ク
の
飼
育
は
、
現
在
大
規
模
に
行
わ
れ
、

一
九
八
○
年
に
は
、
世

界

で
年

二
、
八
○
○
万
枚

の
毛
皮
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
最
も
多

い
の
が

ソ
連

で

一
、
○
○
○
万
枚
、
次

い
で
デ

ン
マ
ー
ク

(三
九
五
万
枚
)
、

フ

(
821

)

イ
ソ
ラ
ン
ド

(三
七
〇
万
枚
)
、
米
国

(三
二
五
万
枚
)
の
順

で
あ
る
。

ミ
ン
ク
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ

で
は
色
々
の
毛
色

の
も

の
が
作
ら
れ
た
。
毛

皮
は
高
価
で
あ
る
が
、
寒

い
地
方
で
は
防
寒
用
衣
料
材
料
と
し
て
毛
皮
は

重
要

で
あ
り
、
今
後
も
新
た
な
毛
皮
用
家
畜
が
登
場
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

7

一
旦

は

、

っ

た

も

の

家
畜
化
さ
れ
た
が
、
家
畜
で
な
く
な

ヒ
ト
が
、
共
生
す
る
動
物

と
し
て
家
畜
化
し
て
お
き
な
が
ら
、
共
生
関

係
を
止
め
た
動
物
が
幾

つ
か
あ

る
。
こ
の
場
合
、

ヒ
ト
と
動
物

の
関
係
が
、

相
互

に
利
益
が
あ
る
相
利
共
生

で
は
な
く
、

ヒ
ト
に
の
み
利
益
が
あ
る
偏

利
共
生

で
あ
る
こ
と
が
多

い
。

m田

ア

フ
リ

カ

ゾ

ウ

(〉
毆

。
穹

巴
①
9

碧

計

卜
§

o
§

ミ
ミ

ミ
ミ

§

霧

)

ア

フ
リ

カ

ゾ

ウ

は
、

お

そ

ら

く

イ

ソ
ド

ゾ

ウ

よ

り

遅

れ

て

ア

フ

リ

カ

(
エ
ジ

プ

ト

か

)

で
家

畜

化

さ

れ

た
。

ア

フ
リ

カ
ゾ

ウ

は
、

戦

闘

用

に

つ

か
わ
れ
、

ハ
ン
ニ
バ
ル
の
ロ
ー

マ
遠
征
に
は
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
が
従
軍
し

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
家
畜
と
し
て
は
放
棄
さ
れ
、
現
在
に
至

っ

て
い
る
。
象
牙
採
取

の
た
め
の
密
猟
の
対
象

に
さ
れ
、
現
在
絶
滅

の
危
機

(9E
)

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

②

チ

ー

タ

(O
げ
①
①
け鋤
貫

ト
ら
§
o
§
窯

丶ミ
ミ
鼕

)

ネ

コ
科

の

チ

ー

タ

は

、

古

代

エ
ジ

プ

ト

人

や

ア

ッ

シ
リ

ア
人

に

よ

っ
て

馴

化

さ

れ

、

そ

の
快

速

を

生

か

し

て
狩

猟

用

に
使

わ

れ

た
。

イ

ン
ド

の

ム

ガ

ー

ル
大

帝

(
一
六
世

紀

)

は
、

一
、

○

○

○

頭

も

の

チ

ー

タ

を

持

っ

て

い

た

と

い
わ

れ

る
。

し

か

し
、

チ

ー

タ

は
繁

殖

が

難

し

く
、

現

在

で

も

、

動

物

園

で
仔

が

う

ま

れ

た

と

の
報

告

が

な

い
。

そ

の

た

め

、

王

侯

の
狩

猟

(
㎜
)

熱
が
冷
め
る
の
と
相
ま

っ
て
、
家
畜
と
し
て
の
利
用
が
放
棄
さ
れ
た
。

8

生
物
種
間

の
共
生
と
そ
の
意
義

生
物
種
問
の
共
生
、
特
に
相
利
共
生
や
寄
生
は
、
生
物
界
に
広
く
見
ら

(
131

)

れ
る
現
象

で
あ
る
。

こ
の
相
利
共
生
現
象

は
、
生
物
種

の
生
命

の
維
持
に
相
互
に
役
立

っ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
物

の
生
理
現
象

の
あ
り
か
た
を
大
き
く
支
配
し

て
い
る
点

で
重
要
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
。

細
胞

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
真
核
生
物

の
細
胞
中

の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ

ア
は
、
原
核
生
物

の
細
菌
が
共
生
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
真

核
生
物

の
細
胞
中

の
葉
緑
体
は
、
原
核
生
物

の
ら
ん
藻
が
共
生
し
て
で
き

(
231

)

た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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生
体
内

の
生
理
現
象
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
反
芻
動
物

の
胃
内

の
細
菌

の
例
が
あ
げ

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ

シ
な
ど
反
芻
動
物

の
第

一
胃
内

に
共
生
し
て
い
る
細
菌
は
、
飼
料
と
し
て
ウ
シ
が
摂
収

し
た

草

の
セ
ル
ロ
ー
ス
を
、

セ
ル
ラ
ー
ゼ
を
分
泌
し
て
分
解
し
て
グ
ル
コ
ー
ス

と
し
、
菌
体
内

に
取
り
込
む
。

そ
し
て
、

こ
れ
を
菌
体
内
で
炭
素
数

の
少

な

い
揮
発
性
脂
肪
酸

に
し
て
、

再
び
菌
体
外

の
ウ
シ
の
胃
内
に
分
泌
す
る
。

従

っ
て
、
宿
主

の
ウ
シ
は
、

こ
の
細
菌

の
分
解
産
物
で
あ
る
揮
発
性
脂
肪

酸
を
吸
収
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
反

芻
亜
目
に
属
す
る
種

で
は
、
体
内

に
お
い
て
グ
ル
コ
ー
ス
を
脂
肪
酸
に
合

(
331

)

成
す
る
経
路
が
欠
如
し
て
い
る
。
近
年

ヒ
ト
に
お
い
て
も
、
食
物
繊
維
を

腸
内
細
菌
が
同
様
に
分
解
し
、
宿
主

に
利
用
可
能

に
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ト
が
介
在
し
な
い
動
物
種
間
で
、
生
存
に
利
益
が
あ
る
共
生

の
場
合

と
し
て
、
ア
リ
と
ア
リ

マ
キ

(ア
ブ
ラ
ム
シ
)

の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア

リ

マ
キ
は
、
植
物

の
表
面
を
突

き
刺
し
て
内
部
の
液
を
吸
う
こ
と
に
の
み

適
し
た
口
を
持
ち
、
糖
分

の
多

い
植
物
体

の
体
液
を
吸

っ
て
生
き
て
い
る
。

し
か
し
、
摂
取
し
た
植
物

の
体
液

は
、

ア
リ

マ
キ
に
と

っ
て
、
健
康
維
持

の
た
め
に
は
蛋
白
質
等
が
少
な
く
、
糖
分
が
過
多
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

(
1

)

ア
リ

マ
キ
は
過
剰
な
糖
分
を
肛
門

か
ら
常
時
排
泄
し
て
い
る
。
こ
の
糖
分

を
ア
リ
が
利
用
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ア
リ
と
ア
リ
マ
キ
の
関
係
は
、

ア

リ
が

ア
リ

マ
キ
の
保
護
を
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
げ

る
と
、
相

利
共
生
関
係

に
あ
る
と
も
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ア
リ

マ
キ
は
、

ア

リ
が
い
な
く
て
も
生
存
で
き
る

の
で
、

ア
リ
が

ア
リ

マ
キ
と
い
う
家
畜
を

持

っ
て
い
る
偏
利
共
生
関
係
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
丁
度
、

ヒ

ト
が
家
畜
を
保
護
し
な
が
ら
、
家
畜
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
偏
利
共
生
関

係
と
極

め
て
よ
く
に
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
総
説

で
は
、

ヒ
ト
に
よ
る
他

の
動
物
種

の
家
畜
化
に
と
も

な
う
共
生
関
係

の
成
立
と
維
持
に

つ
い
て
、
時
間
的
な
歴
史
関
係
に
従

っ

て
事
例
を
あ
げ
、
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
共
生
関
係

の
確
立
に
よ

っ
て
、

ヒ
ト
が
食
料
源
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
動
物
種

に
対
し
、
原
始
的
な
狩
猟

に
よ
る
獲
得
方
法
を
最
小
限
に
し
て
、
そ
の
動
物
種

の
絶
滅
を
防
ぎ
、
そ

の
動
物
種

の
遺
伝
資
源
を
保
存
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
て
き
た
と
い
え
よ

う
。
こ
こ
で
、
さ
ら
に
基
本
的
に
地
球
上
の
生
物
界
全
体
か
ら
、
相
互

の

共
生
関
係
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

ヒ
ト
は
、
他

の
動
物
種
と
ぼ

か
り
で
な
く
、
植
物
種
と
も
偏
利
共
生
関

係
を
も

っ
て
生
存
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
栽
培
と
か
農
耕
と
か
呼

ば
れ
て
い
る
直
接

ヒ
ト
の
食
料
源
と
な
る
植
物
と

の
偏
利
共
生
関
係
が
あ

る
。
さ
ら
に
考
え
る
と
、
生
物
、
特
に
動
物
は
、
植
物
や
細
菌
や
他

の
微

生
物
な
ど
と
の
共
生

に
よ
っ
て
生
命
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
全

て
の
生
物
種
は
、
自
己

の
遺
伝
子
の
保
存

に
有
効
な
方
法
で
、
そ

(
厂」31

)

の
種

の
保
存

に
務
め
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
生
物
種
が
極
端

に
増
し
、

他

に
優
越
し
て
く
る
と
、
今
ま
で
保
た
れ
て
き
た
地
球
上

の
生
物
種
間

の

共
生
関
係

に
お
い
て
、
そ
の
調
和
が
完
全
に
乱
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
る
前
に
、
生
物
間

の
共
生
の
真

の
意
味
と
、

そ
の
重
要
性
を
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
特
に
強
調
し
た

い
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
間
の
共
生
現
象
を
理
論
的
に
解
明
し
、
生
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ヒ トと他の動物 との共生の歴史

物
種
間
の
相
互
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
、
そ
の
適
切
な
生
存
環
境
を
含
め
た

各
生
物
種
の
保
存
に
対
す
る

一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
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